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に聞く�
FFGのお取引先企業をご紹介します。�

一番食品 株式会社

代表取締役社長 有吉 崇氏

取引店 福岡銀行 飯塚支店

マルソー産業 株式会社

代表取締役 三浦 政景氏

取引店 福岡銀行 門司駅前支店

株式会社 再春館製薬所

代表取締役社長 西川 正明氏
取引店 熊本ファミリー銀行 本店営業部

福岡銀行 熊本営業部

株式会社 鷹取製作所

代表取締役会長 藤山 昭一氏

取引店 親和銀行 久留米支店

頭取の企業訪問
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に聞く�

未利用資源の有効活用からの
スタート
－当社は、私の父で元会長の有吉
正臣が、１９５９年（昭和３４年）に福岡
県飯塚市にて創業した徳一食品研
究所を前身としています。
父は当時、学生時代の友人が経
営する水産加工工場で、魚の大部
分が未利用のまま廃棄処分されて
いたことに衝撃を受け、これら未
利用資源の有効活用方法について
研究を重ねました。その結果、魚
の頭部や内臓等から天然の調味料
エキスであるイノシン酸を抽出す
ることに成功。「イノシックス（商
品名）」として徳一食品研究所よ
り商品化されました。
既に５８年（昭和３３年）には、イン
スタントラーメンが市場に登場し
ていたこともあって、商品化して
間もなくイノシックスを使った
ラーメン用スープの開発・製造に
も取り組みました。
ただし、当時は麺用のスープは
自宅で手作りしている時代で、
スープそのものへの認識も乏しく、
どのようにしたら、スープの販売
に繋がるのかとずいぶん苦労をし
たようです。それには主役の麺と
セットで販売することで、消費者
の利便性向上への提案に繋がると
ともに、麺業界へも大きく貢献し
ました。それを裏付けるのが、当

時の価格でも破格の「１０円ラー
メン」を自社ブランドで販売し、
その実績を持って麺業界への販売
ソフトの提案を全国で行いました。
この考え方は、麺業界だけにとど
まらず、それぞれの業界の素材を
活かす様々な調味料として、あら
ゆる食品業界へと繋がっていきま
した。
６２年（昭和３７年）１月、更なるビ
ジネスモデルとしての構築を図る
べく一番食品有限会社を設立しま
した。飯塚市内に本社及び工場を
新設したほか、大阪や東京など全
国各地への営業所の開設などを経
て、現在に至っています。

共存共栄の思想から
「研究開発型企業」へ
－当社のもう一つの特徴として、
「食」の複合テクニカルサービス
業という顔があります。そのきっ
かけとも言えるのが、昭和３０年
代に開発した包装麺用フィルム
「ファーストロン（商品名）」です。
麺業界が伸びなければスープ企業
である当社も伸びないという共存
共栄の思想に基づき、食材だけで
なく包材等の開発にも取り組みま
した。価格面や耐熱・耐油・耐圧
性等に優れたファーストロンは、
麺業界に広く受け入れて頂けるよ
うになりました。
これまで当社は、多くのお客様
と出会い、新しい商品を送り出し
てきました。創業以来培ってきた
ノウハウはもちろんのこと、年間
約７，０００件にも上る豊富な開発実

績は、研究開発部において全て
データベース化しており、効果的
な活用が可能であると同時に、当
社が得意とする多品種少量生産に
も非常に役立っています。現在、
コンビニエンスストアや外食産業
をはじめ様々な食品業界へ業務用
調味料の供給を行っており、
８，５００種類もの商品アイテムを送
り出しています。それを可能にす
る為に研究開発部では約５０名の
開発スタッフが、市場のニーズを
的確に捉え、お客様への提案を営
業と共にしっかりと行っています。
更に、お客様のどのようなご要
望に対しても、社員一人ひとりの
幅広い知識や経験に基づき、生産
技術、原料や包材等の各種ノウハ
ウに関する部分まで総合的にご提
案させて頂いております。当社の
きめ細やかなカウンセリングによ
る提案型営業は、非常に多くのお
客様からの信頼を頂戴しております。

健康な食生活への貢献を目指す
－当社は、経営理念を「医食同源・
薬食同源で健康な食生活に貢献す
る。」と定めています。四季折々
の素材の持ち味を活かして「おい
しく」「安い」しかも「安心・安
全」、そして全国各地の地域の嗜
好にマッチした味づくりを通じ心
身の健康を図り、楽しく心豊かな
食文化の向上、ひいては生活文化
の向上に寄与したいとの想いを込
めております。
この経営理念の実現に向けて、
当社では社員が自らの足で歩き、

一番食品 株式会社
代表取締役社長

有吉 崇氏
■創 業：１９５９年１１月 ■設 立：１９６２年１月
■所 在 地：福岡県飯塚市 ■資 本 金：８，４００万円
■従 業 員：７０５名
■事業内容：�スープ・たれ類・調味料・レトルト食品・缶詰・惣菜・

健康食品・菓子・清涼飲料等の食品製造販売
�食品に関する技術サービスや情報サービスを柱とした
「食」の複合テクニカルサービス業

■事業拠点：福岡県飯塚市（本社・工場・営業所・アンテナショップ・
日本料理店）、茨城県小美玉市（工場）、東京、大阪、
名古屋、仙台、札幌（営業所）
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自らの舌で味わった「生きた」味
の情報を「味の分布図」として残
すことで、郷土や地方毎に微妙に
異なる嗜好を視覚的にも確認出来
るようにしていることに加え、九
州大学等の大学や公的機関との産
学官共同研究等を通じて独自技術
の開発にも注力しており、新商品
の開発に役立てています。
また、安心・安全な食の実現に
向けて、約１０年もの歳月を費やして
独自開発したのが「アセプティッ
ク（無菌）充填システム」です。
このシステムは、内容物に含ま
れる微生物を特別な処理を施して
無菌化した後、「ＮＡＳＡ規格ク
ラス１００」と呼ばれる半導体工場
や手術室よりも更にレベルの高い
クリーンな環境のもと、無菌フィ
ルムを使用した特別な包材に充填
します。充填後の加熱殺菌処理が
不要な為、素材の味を壊すことな
く「出来立ての味」と「風味」を
長期間キープすることが可能と
なっています。
特に、小袋タイプで完全無菌対
応したのは、当社が初めてである
ことから、食の安全や信頼が問わ
れる昨今、非常に付加価値の高い
商品としてご好評頂いています。

おいしさづくりの確かなブレーン
として
－今後も引き続き、お客様のニー
ズを十分に把握することを徹底し、
より一層ご満足頂ける商品やサー
ビスのご提供を行っていきたいと
考えております。
現在、東京と大阪に設置してい
るテストキッチンを最大限活用す
ることで、お客様の生の声を活か
した商品づくりに反映させるとと
もに、大都市の拠点として市場動
向や商品動向といった「情報」の
キャッチアップ機能を更に高め、
業界の中で先んじてニーズに合っ
た商品のご提案が出来るような機
動力を持たせたいと考えております。
また、国内はもちろんのこと、
アジアを中心とする海外にも商品
供給や技術供与等を実践していく
ことで、グローバル化への対応を
強化しつつ、より付加価値の高い
商品を供給出来るよう、生産技術
の高度化に向けた技術開発を行っ
ていく予定です。
様々な食のシーンに安心のおい
しさをお届けしていけるよう、社
員一同頑張って参ります。

福岡銀行
取締役頭取 谷 正明

御社は、未利用資源を有効活
用したいとの想いからスタート
され、現在では、生産技術や各
種ノウハウ、食材そして包装資
材等に関する部分までの総合的
な提案を行う研究開発型企業と
して、多くのお客様から厚い信
頼を得ていらっしゃいます。こ
れも御社が、安全で安心な食の
実現に向けて、味づくりに取り
組まれてこられた賜物ではない
でしょうか。今後も、お客様の
声を活かした新たな商品作りに
より、益々ご発展されることを
祈念致します。

本社クリエイティブセンター外観 研究開発部の説明 充填ライン

無菌充填製法による和風つゆ
「きわみ」等の当社商品

アセプティックオペレーター レトルト工場で製造された商品の説明 前列左から有吉社長、谷頭取、
澤田専務、有岡支店長、後列左から
福間取締役、宮房取締役
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プラスチック製品製造から
クリーニング業界へ参入
－当社は１９７５年（昭和５０年）、私の

しょう ぞう

父で現相談役の三浦捷三が、そ
れまで勤務していたプラスチック
用の金型製造会社を独立して創業
したのが始まりです。
創業当初は、なかなか軌道に乗
らなかったようですが、伯父が東
京でクリーニング関連資材の商社
を営んでいたことがヒントとなっ
て、クリーニング業界に参入しま
した。
当時は、クリーニング用のハン
ガーと言えば、針金のハンガーが
主流であり、特に女性のスカート
のクリーニングでは、安全ピンや
金属製の爪、糸等を使って針金ハ
ンガーに留めていたことから、生
地が傷みやすいだけでなく、留め
る手間も面倒でした。
父はここに着目し、プラスチッ
クでクリップを作って「挟む」こ
とを考案。幾つかの試作品を経た
のち、プラスチックの弾力を利用
して生地を挟むスカートクリップ
「リングクリップ（商品名）」が完
成しました。ところが、針金ハン
ガーよりコスト面で割高になるこ
とから導入する店舗も少なく、一

軒一軒店舗を訪問して機能性やメ
リットの説明を行う日々が続きま
した。訪問を重ね、ようやく一店
舗導入して頂けると、それからは
お客様の口コミで評判が広まって
いくようになり、周辺のクリーニ
ング店からも導入したいとの声が
相次ぐようになりました。
スカート用クリップに続き、８０
年（昭和５５年）にはプラスチック
製ハンガーを開発。針金ハンガー
と異なり、プラスチックは肩の部
分の厚みを増やす等の加工も容易
です。設計面での自由度も高く、
更に錆びに強い等のプラスチック
のメリットも注目され、こちらも
瞬く間に受注が増加していきました。
おかげさまで現在では、全国で
の当社のスカート用クリップの
シェアは約８割、プラスチック製
ハンガーは約５割となっています。

「ものづくり」へのこだわり
－当社では、「ものづくり」への
こだわりとして、「品質」・「効率」・
「強力なパートナー企業との連携」
を掲げています。
まず「品質」については、製品
の強度が必要な部位ごとにテスト
を実施し、合格したものだけを出
荷しているほか、溶剤を使用して
洗うというクリーニングの特性上、
ハンガーの色素が衣服に移らない
ような原料を使用することで高い
品質管理に努めています。
次に「効率」については、自社
工場内に２４時間、年間３４０日以上
の稼動を可能にした当社仕様の自

しゃ

動化生産ラインを備えており、射

しゅつ

出成形から箱詰め、搬送用パレッ
トへの積み込みまで自動で行うな
ど省力化を実現しています。現在
では、１日に約７０万個の製品を
製造することが可能です。
また、設備・金型の保守メンテ
ナンスについても、極力外注に出
すことなく自社内で対応出来る体
制も整えており、効率良く且つ柔
軟なものづくりを追求しています。
「強力なパートナー企業との連
携」については、当社の事業の特
徴を理解してくれた上で、アイデ
アの提供や要望に応えてくれる原
材料メーカー、包装メーカー、機
械メーカーとの協働を通じて品質、
コスト競争力、生産能力の向上を
目指しています。

在庫が信用を創出する
－お客様に満足して頂けるよう、
当社では商品の安定供給にも注力
しています。もし、当社が欠品を
してしまうと、納入先であるク
リーニング店の仕事がストップす
る為、結果的にその先にいらっ
しゃるお客様にも大変なご迷惑を
お掛けしてしまいます。また、ク
リーニング業界は、春と秋の衣替
えの時期に需要がピークとなり、
閑散期の２～３倍の需要が発生す
る等、季節による需要の変動が大
きいことが特徴です。
当社は、そのような需要の変動
にも即座に対応出来るよう、約６
万ケースの保管が可能な自社物流
倉庫に常時潤沢な在庫を保有して
おり、翌日から中二日で出荷指定
先へ小ロットで直送出来る体制を

マルソー産業 株式会社
代表取締役

三浦 政景氏
■創 業：１９７５年１２月 ■設 立：１９７５年１２月
■所 在 地：北九州市門司区 ■資 本 金：５，０００万円
■従 業 員：５０名
■事業内容：プラスチック製ハンガー・クリップの製造販売
■事業拠点：北九州市門司区（本社・工場）、米国（現地法人）
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敷いています。その為、お取引先
からも厚い信頼を頂いています。

環境問題への対策
－消費者の環境に対する意識が高
まっている中、当社も環境対策に
取り組んでいます。当社は、全国
４４０社のクリーニング材料販売業
者等と共に、環境省より「広域認
定制度」の認証を取得し、２００１年
（平成１３年）から、自社製品の回
収や再製品化に着手しています。
具体的には、ハンガーの回収及び
リユース（再使用）を促進させる為
の企画や活動等を通じ、針金ハン
ガーから再利用可能なプラスチッ
ク製ハンガーへの切り替えを進め
ています。

お客様や社会に貢献出来る企業を
目指して
－当社は、００年（平成１２年）に米国
のロサンゼルスに現地法人を設立
して海外進出を果たしました。設
立１１年目を迎えた今年は、米国
での生産体制を確立すべく、自社
社屋を購入して一部現地生産を開
始しています。更に来年には、現

地にて企画開発したコア商品の販
売を計画しており、現在約１２０万
ドル程度の売上を３年後には３００
万ドルまで伸ばすことを目標とし
ています。まだまだ米国で主流と
なっている針金ハンガーを、プラ
スチック製ハンガーに切り替えて
いくことで、米国市場での売上が
増えていく余地は大きいと考えます。
また、中国のクリーニング市場
が急成長していることから、中国
市場向けにも当社商品の販売を開
始し、現地での生産も含めた事業展
開についても検討していく予定です。
国内についても、クリーニング
業界全体で物流や生産体制の見直
しを図るべく、競合他社と相互で
のＯＥＭ生産等も視野に入れた、
より効率的な生産・物流体制の改
善も提案していくことで、消費者
への付加価値を高める取り組みに
直接・間接的に貢献したいと考え
ています。
今後も、当社は国内外で商品や
サービスの開発を通じて、お客様
や社会に貢献出来る企業となれる
よう、全社員一丸となって頑張っ
て参ります。

福岡銀行
取締役頭取 谷 正明

針金ハンガーが主流だったク
リーニング業界に、設計や加工
の自由度が高いプラスチック製
のハンガー・クリップで参入さ
れ、現在では高いシェアを確保
されておられます。これも、ユー
ザーであるクリーニング店や一
般消費者の目線で、使いやすい
商品の開発を意識してこられた
ことに加え、商品の安定供給に
も注力されてこられた結果では
ないでしょうか。
今後も、新商品の開発や環境
対策等に取り組まれることで、
商品の付加価値を高められ、国
内外はもとよりお客様や社会に
貢献される企業となられること
を期待致します。

新製品「シンプルリード・プロ」（左）と当社最初
のプラスチック製品「リングクリップ」（右）

射出成形直後のハンガー 射出成形用型枠の説明

プラスチックハンガー原料の説明 梱包を待つハンガー 左から中村支店長、三浦社長、谷頭取
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シワ・シミひとすじの基礎化粧品
「ドモホルンリンクル」を全国展開
－当社は、創業１９３２年（昭和７年）、
漢方処方の医薬品や化粧品等の製
造及び販売を行う製薬会社です。
自然の力を人間の力に活用するこ
とによって、誰にでも訪れる老化
による悩みや苦しみを和らげ、生
き生きと年齢を重ねることを応援
していきたい。漢方に由来するこ
の考えのもと、神経痛やリウマチ

つう さん とう

による痛みを取り除く「痛散湯」
や、年齢肌の為の基礎化粧品「ド
モホルンリンクル」を通信販売の
みで全国の皆様とお付き合いをさ
せて頂いております。

コミュニケーションの核となるダ
イレクトテレマーケティング
－８２年（昭和５７年）、現会長である

みち こ

西川通子が事業を引き継いで以降、
今日の経営の基礎作りが始まりま
した。そのひとつが、電話でのコ
ミュニケーションを通じお客様か
ら注文を承る「ダイレクトテレ
マーケティング・システム」です。
それまで通信販売と言えば、はが
きが主流でしたが、当社は業界で
いち早く電話による注文方法に着
目しました。そのおかげで売上は
順調に伸び、企業規模を拡大する
ことが出来ました。しかし、９０
年代始め、売上の拡大を急ぐあま

り、お客様の意に沿わない販売方
法がもとで、返品が大量発生する
事態となりました。「たくさんの
お客様から頂くご不満のお声は、
販売方法によるものばかり、商い
の姿勢を正していけばお客様は支
持して頂ける…。」思い悩んだ末、
生命線であるテレマーケティング
によるセールスを３ヵ月間停止し、
当時会員となって頂いていたお客
様全員にお詫びの手紙をお送りす
ると共に、その間営業のあり方を
徹底させるべく、オペレーターに
様々な研修を再度受講させました。
その後、お客様の視点で商品や
サービスの改善を図る「お客様満
足室」を開設し、オペレーターも
お客様の「ご相談相手」となるこ
とを目指した新たなテレマーケ
ティング・システムを立ち上げ、
サービスの原点を見つめ直しまし
た。それ以降、それまでのような
お客様からのクレームは殆ど無く
なり、業績も順調に推移しています。

品質へのこだわりとお客様との
コミュニケーション強化で
満足度を高める
－２００４年（平成１６年）、西川通子は
会長に、私は社長に就任しました。
私は、会長が信条として来た「お
客様満足こそが商いの本道」の考
えを継承し、常日頃から品質に対
するこだわり、そしてお客様との
コミュニケーション強化に全力で
取り組んで参りました。
当社の看板商品である「ドモホ
ルンリンクル」には天然由来の成
分約１５０種類が配合されています。
品質へのこだわりの一例として、
ひとつのブランドではありますが、
３～４年に一度、原料から容器等

リニューアルを行い、磨きあげた
商品づくりを目指しております。
担当の社員は肌に良い原料があ
ると聞くと世界各地の産地に出向
いて、直接目や手で確かめていま
す。近年ではリニューアルという
期間を待つのではなく、それが良
いものであるとわかれば、すぐに
商品に反映させていくことも積極
的に行っております。
お客様とのコミュニケーション
においては、担当のオペレーター
を「お客様プリーザー」と呼称を
改めて意識、働き方の改革を推進
しています。プリーザーとは英語
のＰＬＥＡＳＥ（喜んで頂く）から
の造語です。お客様プリーザーは、
単に注文の受付だけでなく、商品
やスキンケアに留まらない様々な
相談に対応出来る、まさに当社の
顔に成長しています。お客様から
寄せられたご意見については、「認
識一致」という社内の合言葉のも
と情報を共有し、商品やサービス
の改善に役立てています。実際に、
視力の弱いお客様から「基礎化粧
品を使用する順番の数字が読みづ
らい」とのご意見を頂いた際に、
お客様プリーザーは手作りの大き
な数字のラベルを商品に貼り付け
見やすくしました。お客様の喜ば
れる姿を思い描いて、自分自身で
考えて、行動を起こすこと。社員の
やりがいにも繋がってきています。

「大きな個人商店」として
家族のような心のこもった商いを
－私たちにとって、お客様満足を
追求し続けるために目指す姿とし
て「大きな個人商店」というもの
があります。お客様のご意見、ご
要望にただ企業としてお応えする

株式会社 再春館製薬所
代表取締役社長

西川 正明氏
■創 業：１９３２年 ■設 立：１９５９年９月
■所 在 地：熊本県上益城郡益城町 ■資 本 金：１億円
■従 業 員：１，０００名
■事業内容：化粧品、医薬品、医薬部外品の製造・販売
■事業拠点：熊本県上益城郡（本社、工場、コールセンター）、

東京都港区（事務所）
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のではなく、日頃から一人の人と
してお客様とお付き合いが出来る。
まるで個人商店のようにお客様の
背景を深く理解した上で、心の
通ったお付き合いを社員一人の力
ではなく組織の力を合わせてお応
えしていきたいと考えております。
また、「喜ばれることが、喜び
です」の言葉で表すように、お客
様のお喜びになる姿が、私たちの
喜びとして感じられ、末永くお付
き合いをしていきたい。また、そ
う感じることが出来る社員を育て
ていきたいと思っております。こ
の想いは採用活動で当社を志願す
る学生に対して問いかける大切な
こととしても捉えております。
お客様のご満足を最優先に考え、
お悩みを持つお客様の為に、すぐ
に社内の部署を越えた連携をとっ
ていくことで、迅速に対処してい
く。ワンフロアのオフィスはその
為に作り上げました。

これからも選ばれ続ける
商品として
－痛散湯の販売を開始してから
５０年、そしてドモホルンリンク
ルにおいては３７年を迎えます。

ここまで続けてこられたのも、私
たちを支えて頂いたお客様のおか
げだと思っております。今の時代、
品質においては化粧品に限らず、
良いことが当然の時代、企業への
信頼はもとより、更なるサービス
の向上が求められると感じています。
そして、９０年代以降、右肩成
長を続けてきた化粧品業界もここ
数年マイナス傾向、新規参入もあ
り生活者の選択の幅も増え、選ば
れること、買いたいと思って頂け
ることが大切だと思っております。
消費行動においても、ネット、
クチコミによる情報収集を行い、
個のこだわりが重視される時代に
変化してきています。
そんな世の中の生活環境の変化
を受け止め、これからもお客様に
永く愛される選ばれる商品、そし
て、会社として続けていく為に基
礎化粧品『シワ、シミと言えば「ド
モホルンリンクル」』であるとい
うこだわりを強めていくこと、更
なる品質の向上に努めていくと共
に、時代に対応したお客様との新
たな接点を増やし、会社としての
質、人としての質の強化に取り組
んでいきたいと考えています。

熊本ファミリー銀行
取締役頭取 林 謙治

看板商品の「ドモホルンリン
クル」を中心として今や全国区
となられた御社ですが、そこに
至るまでにはテレマーケティン
グ・システムの見直しや社員教
育の徹底等、並々ならぬ辛労辛
苦があられたものと推察致しま
す。これからも「お客様満足こ
そが商いの本道」との考えのも
と、「満足」から一歩進んだ「感
動」をお客様にお届けされる企
業として、益々成長されますこ
とを祈念致します。

商品包装作業 社屋「つむぎ商館」内 製造ライン案内風景

フロア全景 基礎化粧品「ドモホルンリンクル」 左から西村本店営業部長、林頭取、
西川社長、株式会社キューネット西川社長（グループ企業）
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地元での雇用維持を
何より重視する、
特殊船用機器のトップメーカー
－当社は１９４４年（昭和１９年）、鷹取
山のふもとである現在の場所に、
電動油圧舵取り装置の生産を担う
三菱重工業株式会社長崎造船所の
疎開工場として、各地に存在して
いた協力工場を集約する形で創業
致しました。
創業者である私の父は、利益の
追求よりも「地元での雇用の維持」
を何より重視しておりました。
元々父は工場等の経営を行う意向
はなかったのですが、地元の人達
が戦後の混乱の中でもすぐに働け
る場所を確保したい、という思い
から創業を決意したそうです。ま
た、社名についても、鷹取山の山
頂から見渡せる範囲に住んでいる
人達で、規模を大きくしすぎるこ
となく地道に頑張っていきたい、
という思いを込めて「鷹取製作所」
と名付けたと聞いております。そ
うした父の思いは着実に受け継が
れており、今でも当社の社員のほ
とんどが鷹取山の山頂から見渡せ
る範囲の住人です。中には親子２
代にわたって当社で働いている社
員もいます。

電動油圧舵取り装置やその部品
である弁・こし器等といった船用
機器の専門メーカーとしての創業
以来、当社は親和銀行にご支援頂
きながら、特殊船用機器の分野で
事業を育んで参りました。現在で
は弁や電動弁、こし器といった特
殊船用機器における国内トップク
ラスの企業として、お客様から高
い評価を頂いております。

「一業に徹す」
－当社が最も重視している理念は、

いち ぎょう

経営方針に掲げている「一業に
徹す」です。私の手帳の最初にも
この理念が書かれています。
「一業に徹す」とは、何か一つ
の製品づくりに特化するというこ
とではなく、鋳造・加工・組立を
基礎とした「真摯」で「誠実」な
ものづくりを実践することです。
また、実直な地元出身の社員に一
つのことに集中してもらうことで、
より良い仕事をしてもらおう、と
いう意味も込められています。
当社では長年にわたり「一業に
徹す」という理念の下で特殊船用
機器の製造に取り組んで参りまし
た。その結果、ものづくりに関し
て、設計まで含めた幅広い領域で
の技術・ノウハウを蓄積すること
が出来、お客様との信頼関係構築
にも繋がっています。

鋳造・加工・組立の一貫生産体制
で「顧客満足度１００％の製品供給」
を目指す
－当社の経営方針には「一業に徹

す」とともに「顧客満足度１００％の
製品供給を目指す」ことも掲げて
おり、創業以来この方針に沿って
品質向上に取り組んで参りました。
当社の主力製品である弁やこし
器といった特殊船用機器は長期に
わたって使用されるものであり、
より高い品質・信頼性が求められ
ます。また、機器の素材には、粘
り強さや海水への耐性に優れる青
銅が使用されることが多いのです
が、銅合金の鋳造には温度管理等
において高い技術が必要です。
そうした製品の品質向上におい
て重要だと考えているのが、鋳
造・加工・組立・検査からなる鋳
造製品の「一貫生産」です。当社
と同様の事業を展開している企業
の中には鋳造部分を海外の企業等
に外注しているところも多いので
すが、当社では一貫生産を行うこ
とによって、はじめて細かな品質
の管理を行うことが出来るように
なると考え、グループ内での一貫
生産体制を構築しています。
以上のように、当社では長年「一
業に徹す」の理念に基づいたもの
づくりと、自社グループ内での一
貫生産に取り組むことによって、
高品質な製品の供給を実現し、他
社との差別化を図っています。

継続的に顧客からの信頼・満足を
得るための活動に注力
－現在、当社では将来的にもお客
様からの信頼を獲得し続ける企業
となる為、社内外向けに様々な活
動を実施しています。

株式会社 鷹取製作所
代表取締役会長

藤山 昭一氏
■創 業：１９４４年１月 ■設 立：１９５１年１２月
■所 在 地：福岡県うきは市 ■資 本 金：１，０００万円
■従 業 員：５５名
■事業内容：船用弁・こし器の製造、販売
■事業拠点：福岡県うきは市（本社、工場、グループ会社）、

東京都大田区（営業所）
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具体的な取り組みの例としてま
ず挙げられるのは「ムダ取り改善」
活動です。この活動では、外部の
コンサルタントを交えて、当社の
強みである品質の維持、向上に努
めつつ、生産工程におけるムダを
取り除き、生産の短納期化・低コ
スト化の実現に取り組んでいます。
その他、製品開発力の向上や、顧
客満足度の更なる向上を目指した
お客様とのコミュニケーション強
化等にも注力しています。
また社員に対しても、技術の伝
承や資格取得の促進、そして社内
でのコミュニケーション強化に取
り組んでいます。元々当社で働く
ことに対する満足度については社
員から高い評価を得ていますが、
その評価を更に高め、当社が社員
にとってより働き甲斐のある会社
となることを目指しています。

永続企業を目指し、
今後も一業に徹する
－現在、当社では新たな事業領域
を開拓し、事業の柱を現在の特殊
船用機器一本から二本、三本へと

増やしていくことを目指した取り
組みを進めています。また、当社
の強みである品質についても、品
質マネジメントに関する国際規格
であるＩＳＯ９００１の認証の取得や、
お客様から求められる規格、基準
等を織り込んで構築している自社
独自の「品質マネージメントシス
テム」の強化等によって、その維
持や更なる向上を図り、「鷹取製
作所の製品ならば安心」というイ
メージを抱いて頂けるような「品
質のブランド化」の実現を目指し
ております。
今後も、「一業に徹す」、つまり、
現状の業界や製品にとどまること
なく、新たな製品づくりにおいて
も、当社が有している強みをフル
に活用して高い品質を維持し続け
ることで、お客様に永くご愛顧頂
き、地元での雇用も維持し続ける
ことの出来る「顧客満足度１００％
の永続企業」となる為の様々な課
題に取り組んで参ります。

親和銀行
取締役頭取 鬼木 和夫

御社が製造される舶用機器は、
その品質や技術力に対し、お客
様から高い評価を得ておられま
す。これは、グループ内で一貫
生産体制を構築され、そして長
年にわたり“一業に徹す”真摯
で誠実なものづくりを実践され
てこられた賜物ではないかと思
います。また、「地元での雇用
維持を何より重視する」という
考えを創業以来受け継がれてお
られることには深い感銘を受け
ました。
“一業に徹す”という理念の
下、一層の品質向上等の新たな
取り組みに注力しておられる御
社が、今後も地元の雇用を支え
る存在として益々発展されるこ
とを祈念致します。

当社製品が使用されている「飛鳥�」 鋳造用の砂型の説明 鋳造用の炉の前にて

当社製品の説明 当社製品の説明 左から藤山社長、藤山会長、鬼木頭取、
是澤支店長
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新博多駅開業と九州新幹線全面開業
～福岡市をめぐる小売集積の変遷と消費者の変化を踏まえての展望～

before after

図表１ 時間距離で描く九州の地図
－九州新幹線全面開業 before／after－

福岡大学商学部教授

田村 馨氏

２０１１年３月に博多駅は大型商業集積地となり

ます。新博多駅の売場面積は約１０万�。天神地
区（統計区）の売場面積の約３分の１。博多駅地

区（統計区）は０７年比で２．５倍に膨らみます。

そして九州新幹線が全面開業します。鹿児島

と博多駅は１時間２０分で結ばれ、時間距離で描

く九州の地図は「つぶれた菱形」となります（図

表１）。

常識的に考えるなら、売場面積効果×時間距

離短縮効果で新博多駅および周辺地区の商圏は

拡大し集客力（購買吸引力）はアップすることに

なります。この影響で福岡市および周辺エリア、

あるいは北部九州、はたまた九州全域や西日本

の商圏分布や競争関係は変化することになりま

しょう。新博多駅開業と九州新幹線全面開業の

利益はどの地区が享受し、不利益はどの地区に

もたらされるのでしょうか。関係者が一番知り

たいところだと思います。だが、それを定性的、

定量的に予測することは難しいでしょう（不可

能かもしれません）。

本稿では、新博多駅開業と九州新幹線全面開

業の影響を予測、予見するのではなく、どうい

う形で現れるにせよ、それらの影響が前提とす

る、福岡市をめぐる小売集積の変遷や消費者、

来街者の変化について展望していきたいと考え

ています。

福岡市、天神地区小売集積の変遷

私は天神地区を中心に福岡市の小売集積の動

向を１０数年にわたりみてきました。まず、福岡

市や、特に注目してきた天神地区の小売集積の

これまでの変化を振り返っておきましょう。

７５年に、山陽新幹線（岡山～博多駅）が開業。

それと機を一にするように博多大丸（７５年）、天

神コア（７６年）、天神地下街（同）がオープンしま

した。これらの動きをマスコミは「第一次天神

流通戦争」と称しました。

８９年、「アジア太平洋博覧会福岡’８９」（通称

よかトピア）が開催されました。このときもこ

のイベントと連動するように、ソラリアプラザ

（８９年）、イムズ（同）がお目見えしました。この

２つの商業施設だけで天神地区の売場面積は３

万�増え、「第二次天神流通戦争」とマスコミ
ははやしたてました。

いずれも福岡が都市としての存在感を増す動

きと連動したものでした。バブル崩壊で東京、

大阪の経済が停滞または頓挫する中、福岡の地

位が相対的に高まり全国的な存在感をアピール

するのです。「元気な」都市＝福岡が脚光を浴

び、定着した時期です。

そして「第三次天神流通戦争」の幕開けです。

９７年、西鉄福岡駅が南へ移動すると同時に福岡

三越が出店。博多大丸は東館（エルガーラ）の開

店で対抗しました。９６年に開店した岩田屋Ｚサ

寄稿

［略歴］
北海道大学卒業。
農林水産省政策研究所経済政策部、�日本総合研究所社
会システム研究部、英国サリー大学サービス経営スクー
ルを経て現在に至る。博士（学術）。著書に「都市のマー
ケティング」（有斐閣）、「東アジアにおける集客都市戦
略」（梓書房）、「変化する「ふくおか都心」」（西日本新
聞社）ほか。
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イドを含む三店舗で天神地区の売場面積は１０万

�近く拡大したのです。ちなみに、大分自動車
道の全面開通（９６年）やキャナルシティ博多開業

（同）もあって天神地区や福岡の広域商圏化が話

題を集めました。

ただし、商業施設が生まれ売場面積が拡大し

ても天神地区（統計区）および福岡市の小売販売

額は伸びていません（図表２、３）。そして売場

面積が増えた分、売場効率は１０％以上低下した

のです。図表４では天神からの距離別小売集積

状況とその推移をみることができます。売場面

積の拡大が有効性を失っている状況が示唆され

ています。

こういった変化を象徴するかのように、９９年

に百貨店の玉屋が閉店しました。また、同年オー

プンした再開発商業施設、博多リバレインは集

客力に勢いを吹き込むことは出来ませんでした。

０４年には、予定通りとはいえ、天神のシンボリッ

クな商業施設だった、老舗百貨店岩田屋の本館

が閉鎖されました。

その後、０７年にロフトが天神地区に進出、１０

年にはパルコが、長らく空きビル状態だった旧

岩田屋本館に出店しました。現時点でパルコは

好調さを維持していると報じられていますが、

天神地区の売上規模からいえば、パルコの売上

は３％強の比率でしかありません。統計的には

誤差の範囲です。パルコの好調さをもって天神

地区の趨勢を語れないということです。それど

ころか、パルコ好調の裏では、店舗間競争が及

ぼすボディブローのような影響に苦しむ商業施

設もあり、ゼロサム的な競争が天神地区の商業

空間では支配的であることがうかがえるのです。

天神および福岡の商圏拡大は成果に

結びつかなかった

福岡市の小売集積地といえば天神地区。福岡

市の小売販売額の約２割が都心の１�にも満た
ないエリアに集中します。その天神地区をめ

ぐって流通戦争が３つも起こり、マスコミ等で

宣伝される分、実態以上の存在感を天神地区は

持ってきたのかもしれません。

実際、マスメディアの影響は無視出来ません。

例えば、大分、熊本、佐賀、長崎のマスメディ

アは、新しい店舗、施設が天神地区に進出する

販売額（億円） 売場面積（�） 売場効率（万円／�）
１９９７ ２０，２２５ １，５３８，０９３ １３１
２００７ １９，０７２ １，７３４，５８９ １１０

販売額（億円） 売場面積（�） 売場効率（万円／�）
１９９７ ３，８６８ ２６１，５９３ １４８
２００２ ３，７６５ ２９３，７８６ １２８
２００７ ３，８１７ ２９５，２３９ １２９

小売販売額（億円） 売場面積（�） 売場効率（万円／�） 増減率（％）
１９９３ ２００６ １９９３ ２００６ １９９３ ２００６ 売場面積 売場効率

天神からの
距離（�）

０ ４，５２６ ４，５９１ ２６５，３４１ ３５０，５９５ １７１ １３１ ３２．１ ▲２３．４
１ ２，８１８ ２，９４０ １８６，３７９ ２３０，４８７ １５１ １２８ ２３．７ ▲１５．２
２ １，８２３ ２，０１８ ９６，８０２ １０２，９５２ １８８ １９６ ６．４ ４．３
３ １，４２８ １，７１６ １３８，４８８ １９４，１００ １０３ ８８ ４０．２ ▲１４．６
４ ２，００３ １，８７３ １５４，０９８ １８６，９１０ １３０ １００ ２１．３ ▲２３．１
５ １，８１１ １，６２９ １４６，７６３ １７０，４２２ １２３ ９６ １６．１ ▲２２．０
６ １，７６６ ２，４２４ １４６，５４６ ２７１，０９７ １２０ ８９ ８５．０ ▲２５．８
７ １，６０３ １，３２８ １５２，９０２ １７５，４６０ １０５ ７６ １４．８ ▲２７．６
８ ８５９ １，２９１ ８７，０５９ １６７，５０５ ９９ ７７ ９２．４ ▲２２．２
９ １，４６３ １，２００ １４９，４５３ １３７，５５９ ９８ ８７ ▲８．０ ▲１１．２
１０ ５７０ ６６７ ５４，８０５ ８５，６７０ １０４ ７８ ５６．３ ▲２５．０
計 ２０，６７２ ２１，６７７ １，５７８，６３６ ２，０７２，７５７ １３１ １０５ ３１．３ ▲１９．８

図表２ 天神地区（統計区）の小売集積規模、売場効率

資料：商業統計調査

図表３ 福岡市の小売集積規模、売場効率

資料：商業統計調査

図表４ 天神からの距離別小売集積の規模、売場効率

資料：日本政策投資銀行「新博多駅ビル開業のインパクト�」（２０１０．９）掲載表を加工する形で転載。
データは商業統計調査のメッシュデータ（約１�四方）。
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たびにそれらをテレビや雑誌を通して伝え、そ

れで情報を得た消費者が天神地区や福岡に足を

運ぶループは、ここ１０数年で定着し、いまも確

実に機能しています。

それらが天神地区や福岡にとって新規需要の

獲得を意味することは言うまでもありません。

にもかかわらず、既にみたように、小売吸引力

の天井を引き上げることは出来なかったのです。

理由を２つほどあげておきましょう。

１つに、モノの集客力（購買吸引力）の低下で

す。景気の低迷やネットによる購買拡大も影響

していましょうが、物販ではＳＣ（ショッピン

グセンター）のテナントを半分も埋められない

状況が証明するように、店舗に足を運んでモノ

を購入する欲求は右肩上がりの時代を終えたよ

うです。

２つに、郊外あるいは都心から離れたＳＣの

広がりと定着です。小売の売場面積に占めるＳ

Ｃの割合は３割を、売上で２割を超えています。

「若い人ほど都心で遊ぶ」という常識が通用し

なくなって１０数年が経ちます。大学生と接して

いて得られた感触です。それは「ＳＣが日常的

な買い物施設」になったことと無関係ではなさ

そうです。ちなみに、小売売場面積に占めるＳ

Ｃ比率が高い県は、順にいうと（０７年）、大阪、

千葉、兵庫、神奈川、富山、愛知、滋賀、石川、

奈良、三重、東京、広島、福岡などで、意外に

も「都市部」県なのです。

回遊性の低下

福岡や天神地区に話題テナントや商業施設が

進出するのは、１つに、国内では相対的に「進

出適地」とみなされているからでしょう。幻想

にしろ実態にしろ、元気な都市＝福岡は生きて

いるのです。もう１つには、地価や家賃の低下

や不動産取引条件の緩和が後押ししているから

でしょう。さらには、若い世代の都心シフトが

他の都市よりも大きな動きになっていることも

関係していましょう。

ただし、新しい店舗、商業施設の進出は消費

者の回遊性を高めるようには作用していません。

街の中を来街者が回遊し、その賑わいが更なる

誘い水となって、街の集客力向上に繋がると

いったシナリオは描きにくくなっています。そ

のような状況がここ１０年で定着した感があるの

です。天神地区および福岡の商圏拡大が成果に

結びつかなかった３つめの理由です。

福岡における商業施設・店舗間回遊性の調査

は、私が知る限り、西日本新聞社が行った来街

者調査しかありません。商業施設・店舗間回遊

性の低下が明らかにされたのは、０３年調査（０３

年１１月実施。詳細は「変化する「ふくおか都

心」」）です。回遊する商業施設・店舗間回遊数

は９８年調査に比べ、平均で約３割も低下したの

です。

関係者へのヒアリングや他の調査も参照して

分析を進めると、「消費者は自分の好みの商業

施設・店舗が決まっており、そこに行って欲し

いモノを購入したり欲しいモノが無かったら、

それ以上の探索をしない傾向の強まり」が浮か

び上がってきました。

回遊性の低下は物欲が低下したから？物欲低

下説は現代の小売や都市の集客力を考える上で

無視出来ない変化ですが、ここではペンディン

グとして、それ以外の別の要因に理由を求めて

みましょう。それは、「不確定なリターンに期

待しない選好」です。「損をしたくない」消費

者の増大（あるいは／または個々の消費者の志

向性の強まり）といってもいいでしょう。この

トレンドは、�ネットによる店舗・商品情報の
共有化とそれに伴う情報集中、�顧客との関係
性強化を志向する販促の広がり、�疎外感の深
化とその裏返しとしての「大切にされたい願望」

の上昇などが生みだしたものです。

何をするにもネットで調べる消費者が増えて

きました。またブログやソーシャルネット、ネッ

トコミュニティでの情報発信も当たり前のよう

になっています。情報を収集し検索エンジン等

を使って最善の情報を得ようとするほど特定の

商品や店舗に関する情報への集中が進みます。

寄稿
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ネット社会の皮肉な一面です。皆が良いという

商品や店舗が自分にとっても「良い商品、店舗」

になっていくのです。消費者の横並び意識は

ネットによって、既存のマスメディア以上に強

化されつつある感があります。

店舗も変わりつつあります。集客力が高い店

は、いまや、モノを販売・購入する場から、親

しみや信頼が醸成され「売り手と買い手」関係

を超えた関係性が形成される場になっています。

以前なら「うるさくつきまとわれるのが嫌い」

だという買い物客が多数派だったのが、そうで

はなくなっているのです。「消費者から個客へ」

の動きは顧客と特定店舗との繋がりを必然的に

強めていきます。

そして、店舗で大切にされた体験はネットに

アップされ他者と共有されていくのです。良く

も悪くも人は自分の体験を脚色して語るもので

す。良い体験はより良く、悪い体験はより悪く。

ネットには「大切にされた体験」「ぞんざいに

扱われた体験」で溢れています。ネットの利用

は「大切にされたい」願望を現実以上に膨らま

せます。現実社会で進行中の「疎外感」を強め

る社会経済事情の変化（景気低迷、失業率の高

止まり、就職難、自殺者の増加など）と連動す

る形で。

「余計なことはしたくない」、「必要なモノ・

欲しいモノだけ買いたい」、「損はしたくない」、

「大切に扱われたい」消費者は、目的・アテな

き街の散策をするタイプではありません。この

手の消費者が増えた分、来街者が回遊し、その

賑わいが更なる誘い水となって、街の集客力・

販売力向上に繋がるといったシナリオ通りに、

ことは進まなくなっているのです。

突破口はどこに、誰に、何に求めるのか？�
キーワードは回遊性、ガイド、ソーシャル

新博多駅開業と九州新幹線全面開業が、福岡

の小売集積に支配的な状況やメカニズムを打破

するインパクトを持つかどうかはわかりません。

そもそも、いま起こっているのは、個々の天

神地区や福岡市をめぐる動きとして完結するも

のではなく、人口減少という大きな構造変化で

あり、これから逃れる手は無いとの意見もあり

ます。例えば、藻谷浩介氏「デフレの正体――

経済は「人口の波」で動く」（角川ｏｎｅテーマ

２１）では、小売販売額の右肩下がりの推移は生

産年齢人口の減少（背後にあるのは人口減少社

会の到来）に起因するとデータで明快に説明さ

れています。

同じく、松谷明彦氏「「人口減少経済」の新

しい公式」（日経ビジネス人文庫）を読むと、経

済学的に日本が「縮む」メカニズムから逃れら

れないことが了解されます。

それらの論の説得力は私にとって十分すぎる

ほど高いのですが、だからといって、今回の「新

博多駅開業と九州新幹線全面開業」がより実り

多きものになる可能性や模索を否定するのは生

産的ではないでしょう。脳天気な楽観主義では

なく、リアリスティックな楽観主義こそが私の

信条だからでもあります。

さて、街歩き、街なか散策が、この１０年でしょ

うか、新しい観光のあり方として模索されてい

ます。長崎さるく博の成功はその１つの証です。

回遊性の低下と街歩きブーム。このふたつを

繋ぐのは何でしょうか。

１つの答えは大名地区にあります。１０年ほど

前まで大名地区は若者が散策するエリアでした。

私は「大名ブラックホール説」を当時唱えてい

ました。大名地区に入ると天神地区をはじめと

する他の商業地区・施設に出向かない来街者が

多い状況を指しての命名です。若者を中心とす

る来街者は狭い大名地区の散策を楽しんでいた

のです。それが２０００年代半ば頃から、地価の上

昇、全国チェーン店の参入などで天神地区との

同質化が進み大名地区らしさが失われていきま

した。それと前後するように、サイン（道の案

内や店の案内）が無い故に楽しめるはずの界隈

性、路地裏性を嫌う若者が増え、大名地区から

若者が、そして賑わいが失われていったのです。

実は、近年の街歩きブームは「ガイドとセッ
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フォースクエア（Foursquare）という位置通知サービス（無
料）を Twitter と連動してスマートフォンなどで使う仕組みを活
用するだけで、街のなかや商業施設を移動する人たちによる、
「自分の居場所を発信し、その居場所に関する様々の情報を自
ら創出したり他者から得ることで、他者との関係性の中に街や
商業施設が共有される、自己増殖型プラットフォーム」が形成
される。

ト」になっています。誰かに誘導してもらう街

歩き、街散策なのです。

「ソーシャル」が時代のキーワードになりつ

つあります。Twitter、facebookはこの１年ほど

で爆発的な広がりをみせています。ネット上で

は検索エンジンが導くリコメンド（推奨）だけで

なく、特定の個人によるリコメンドが影響力を

持ちはじめています。

街の回遊性を高めようとしたら、「ガイド」が

欠かせないのです。博多駅地区と天神地区の回

遊性を高める鍵もそこにあります。具体的に何

をすべきか。たくさん思い浮かびます。ですが、

紙幅もありませんので、１つだけあげておきま

しょう。福岡市の情報（商業施設情報、観光情

報、イベント情報など）がワンストップ的に回

覧出来るサイト（あるいはプラットフォーム）は

存在しません。空いた時間に劇でも観ようと

思っても個々の劇場のサイトに行かないと情報

は得られません（劇場で上演するにもかかわら

ず、主催しない演目については情報を劇場のサ

イトにアップしないところがあったりします）。

手始めに、博多駅地区の商業施設と天神地区

の商業施設は、お互いのサイトをリンクするこ

とから始めてみたらどうでしょうか。

皆が共有できるサイトが出来ると、次は、施

設のユーザーや来街者が自ら情報をアップする

仕組み（機能）を持たせればいいのです。こうな

ると自己増殖的な「街の情報プラットフォーム」

が動き出します。

Twitterを使う若い世代は、商業施設の催事

そのものではなく、催事に行ったり参加した人、

もしかすると催事を舞台裏で仕掛け運営してい

る人が発信する情報で、その催事に行くかどう

かを決めたりします。例えば天神地区での「つ

ぶやき」（Twitterやミニブログ）をみて、何か

面白そうだと天神地区に向かう人がこれからは

確実に増えていくのです。この動きを味方につ

ける街だけが「回遊性→にぎわい→集客力」の

メカニズムをビルトイン出来るのです。

突破口はどこに、誰に、何に求めるのか？�
キーワードは新しいサービス業の集積、

双方向の移動

天神地区の小売集積を支えるのは、実は足下

商圏です。意外かもしれませんが、休日の天神

地区に来街する方の６割は「３０分圏内」から来

られた方たちなのです。平日になるとこれが７

割近くに上がります。

足下で天神地区の小売集積を支えるのは買い

物客だけでなく、天神地区および周辺で働く方

たちです。天神地区には４千強の事業所があり

約７万人の従業員が働いています。博多駅地区

（博多駅、博多駅東、博多駅南の３つの統計区

の計）は６千強の事務所、約１０万人の従業員です。

天神地区は１�四方にも満たないエリアに７
万人の従業員が働いているのです。しかもその

９５％が第三次産業従事者です（同じく事業所の

９５％は第三次産業です）。サービス業は「需要

者にそこ（サービスが供給される場）に行くこ

と」を求めます。サービス業が集積するエリア

には需要者が足を運び、更なる集積が誘発され

ます。更なる集積は新たなサービス供給を誘発

し、更なる需要吸引に結実します。

サービス産業で働く人はサービスの供給者で

あると同時に需要者でもあります。いわば、サー

ビス業が集積するエリアにはサービス需要者に

加えて、需要者でもある働く人が集まり、当該

エリアの小売をはじめとするサービス産業を下

支えするのです。これが福岡市の都市としての

強みにほかなりません。

図表５でそのことを数字的にみておきましょ

う。人口シェア（県の人口に対する）に比して、

福岡市の第三次産業従業者数シェア（県の第三

次産業従業者数に対する）が突出して高いこと

寄稿
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がわかります。福岡県の第三次産業で働く従業

者の４割（人口シェアを１２ポイントも上回る高

さ）が福岡市で働いているのです。

その福岡市で居住者、特に２０代、３０代の都心

回帰が進行中です（図表６）。札幌、仙台、広島、

東京、大阪と比べて、その傾向は突出していま

す。群を抜いて高いのは３０代の女性です（中心

から１�圏内の増加率が）。次が３０代男性、そ
の次が２０代女性です。

しかも中心地は博多駅が立地するメッシュで

す。博多駅エリアを中心とする都心回帰が若い

世代を中心に進行しているということです。こ

の動きが新博多駅の足下商圏に直接、間接に寄

与することはいうまでもありません。更なる

サービス業の集積を誘発する苗床になる可能性

は高いでしょう。

そして、新幹線の全面開業で九州の縦軸（九

州内だけでなく、中国・関西に通じる）を移動

する時間距離が大幅に短縮することに照らすな

ら、天神地区とは異なるサービス業（九州各地

と結ばれた）の集積に期待したいところです。

既にその予兆はあります。例えば、鹿児島のＮ

ＰＯ法人ネイチャリング・プロジェクトは今年

の１月に福岡への進出を果たしました。鹿児島

で１０年間蓄積してきた人材教育・育成のノウハ

ウを福岡に持ち込んでの事業展開です。博多駅

近くに福岡教室を構えますが、場所の選定基準

は博多駅からの距離（近さ）です。これから鹿児

島、熊本（同じく進出）、福岡の間を講師、受講

生、スタッフが頻繁に移動することになり、駅

に近いことが最優先の基準となったのです。

福岡だけが一方的に他地域の購買力や人材、

情報を吸い上げるだけなら持続的な発展は福岡

にもたらされないでしょう。購買力や人材、情

報が双方向で行き来する展開こそが新しい時代

にふさわしい都市・地域間競争のあり方です。

新しい事業コンセプト、競争概念を模索し実現

していくサービス業の集積メカニズムを誘発す

る仕組み、場づくり、人材育成に私もコミット

メントしていくつもりです。

中心地から
の距離

１９９５年人口密度（人） ２００５年人口密度（人） 増減率（９５年～０５年）（％）
２０代 ３０代 計 ２０代 ３０代 計 ２０代 ３０代 計

男女計

０� ９０３ ６６４ ５，２５８ １，９１０ １，２４８ ８，１３２ １１１．５ ８８．０ ５４．７
１ ２，１０５ １，１８０ ８，９４２ ２，７０７ １，９５０ １１，３８８ ２８．６ ６５．３ ２７．４
２ １，４７４ ９７９ ６，８５１ １，６５５ １，５２７ ８，３１１ １２．３ ５６．０ ２１．３
３ １，１７６ ８７８ ５，９２１ １，１６９ １，１２９ ６，５８７ ▲０．６ ２８．６ １１．２

男 性

０� ４８６ ３３２ ２，５７１ ８９３ ６４８ ４，０１７ ８３．７ ９５．２ ５６．２
１ １，０４０ ５９７ ４，３３５ １，２６０ ９４２ ５，４９６ ２１．２ ５７．８ ２６．８
２ ６９１ ４７７ ３，２３１ ７６３ ７０５ ３，８８１ １０．４ ４７．８ ２０．１
３ ５７６ ４３１ ２，８６７ ５６０ ５２９ ３，１３７ ▲２．８ ２２．７ ９．４

女 性

０� ４１７ ３３２ ２，６８７ １，０１７ ６００ ４，１１５ １４３．９ ８０．７ ５３．１
１ １，０６５ ５８３ ４，６０７ １，４４７ １，００８ ５，８９３ ３５．９ ７２．９ ２７．９
２ ７８３ ５０２ ３，６２０ ８９２ ８２２ ４，４３０ １３．９ ６３．７ ２２．４
３ ５９７ ４４７ ３，０５４ ６１０ ６００ ３，４５０ ２．２ ３４．２ １３．０

北九州市 福岡市

小売業

事業所 ２２ ２７
従業者 ２０．８ ３１．２
販売額 ２０．４ ３５．６
売場面積 ２１．５ ２７．１

第三次産業
事業所 ２１．４ ３３．１
従業者 １９．６ ４０．２

人 口 １９．５ ２８．１

図表５ 福岡市の高いサービス産業集積度
（単位：％）

資料：平成１９年商業統計速報、平成１８年事業所・企業統計調査

図表６ 中心地からの距離別×年齢別人口密度の推移

資料：日本政策投資銀行九州支店・地域振興グループ「福岡における若年居住人口の都心シフト」（２０１０．５）掲載表を加工する形で転載。
中心地は１９９６年の従業者数密度が最大の１�メッシュ。中心地は博多駅が立地するメッシュである。

15FFG調査月報 2011年3月



ＦＦＧニュース

16 FFG調査月報 2011年3月



17FFG調査月報 2011年3月



大連のスーパーで販売されている刺身パック

大連の日本料理店のメニュー

１．はじめに
目覚ましい経済発展を遂げている中国では、

多くの外国企業が進出していることから海外
の多様な文化も流入しています。中でも、日
本との繋がりが歴史的にも深い大連では、
様々な日本文化が浸透しています。特に「食」
に関しては、日本人向けの食材がスーパーで
も取り扱われているほか、多くの日本料理店
も営業しています。
今回は、大連の日本食事情について紹介し

ます。

２．大連の日本食
大連で親しまれている日本食の１つに「刺

身」があります。日本料理店のメニューにも
刺身が並んでいるほか、スーパーでも日本と
同様に刺身パックとして販売されています。
海に面し、漁業が盛んな大連周辺では、も

ともとウニやカキ等を生で食べる習慣があり
ました。そこに日本の「刺身」という食文化
が流入したことで、今では魚も生で食べる様
になりました。

また、近年増加している回転寿司の存在も、
日本食が普及する要因の一つとなっています。
新鮮なネタはもちろんのこと、醤油や味噌、
わさびといった日本の調味料に触れる機会が
増えたことで、これらの調味料を取り扱う店
舗も見られるようになり、家庭でも日本の味
は身近なものとなっています。

３．大連の日本料理店
現在大連では、百店舗以上の日本料理店が

営業しており、業態もラーメン、お好み焼き、
もつ鍋、居酒屋など多岐に渡っています。
日本料理店のほとんどの従業員は、比較的

流暢な日本語を話すことが出来る為、中国語
を使わなくても注文が可能です。価格につい
ては、現地の料理店よりは割高なものの、日本
よりは安価であるケースが多くなっています。

また、最近の日本料理店の特徴として、中
国人来店客数の増加が挙げられます。その理
由として、日本人が調理する味付けの評判が
高いことに加え、中国人の所得水準向上によ
り「日本料理店で食事すること」がステータ
スとなってきていること等が挙げられます
（表１上段）。
更に、日本でも有名な飲食チェーン店が多

く進出していることも、中国人来店客の割合
増加の要因となっています。

４．おわりに
大連では、近年の経済発展に伴う日本企業

の進出により日本人の居留者数も増加し、
様々な日本文化が取り入れられて来ました
（表１下段）。
当初は、日本人を対象としていた日本料理

店ですが、今では大連の人々が外食する際の
選択肢の１つとして、しっかりと根付いてい
ます。

（大連駐在員事務所トレーニー 西野 洋平）

海外トピックス

大連の日本食事情

表１ 在職労働者平均月間給与および
大連在留邦人数

年次 ２００５年 ２００６年 ２００７年 ２００８年 ２００９年

平均給与
（元） １，８２２ ２，０１７ ２，３５３ ２，８５９ ３，２３１

邦 人 数
（人） ３，１４５ ４，０２０ ４，１２３ ４，８６８ ５，４２７

（人民元：日本円≒１２．５）
※中国内平均月間給与は２，７２８元。大連市は都市別ランキングで第９位
（２００９年）
※邦人数は各年の１０月１日時点で大連に３ヵ月以上滞在、滞在届を提出し
た人のみを指す
資料（平均給与）：在瀋陽日本総領事館在大連（駐）事務所
資料（邦人数）：大連市人力資源社会保障局
出所：日本貿易振興機構（ジェトロ）大連事務所
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九州の鉱工業生産動向
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全国と九州の鉱工業生産指数
（２００５年＝１００・季節調整済）

（出所）九州経済産業局
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（出所）九州経済産業局

［基調判断］……………持ち直しの動きが見られる

２０１０年１２月の九州地区の鉱工業生産指数（季節調整済）は、輸送機械や化学、一般機械等で生産が軒
並み好調に推移したことにより、前月比１．９％上昇の１０３．６と２ヵ月連続で前年実績を上回る等、持ち
直しの動きが見られます。

［業種別動向］……………好調な海外需要を背景に輸送機械・化学・
一般機械等１７業種中１３業種で上昇

業種別の寄与度をみると、中国・北米向け乗用車が好調なことから輸送機械や座席の素材であるウ
レタンの需要が増えた化学等が上昇したほか、中国・台湾向けスマートフォン等の半導体製造装置や、
新興国向け発電機に使用される蒸気タービンの生産が増加した一般機械も順調に推移する等、全１７業
種中１３業種でプラスに寄与しました。

九 州経済動向
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福岡県の最近の経済動向
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福岡県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）
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（出所）九州経済産業局

［福岡県の景気］……………持ち直しの動きが見られる

生産活動では、海外で乗用車や薄型テレビ向けディスプレイ製造装置等の需要が好調なことから、

輸送機械や一般機械が上昇する等、持ち直しの動きが見られます。

消費面では、１２月中旬まで暖かい日が続いた為、冬物衣料品の動きが鈍かったこと等が影響し、３

ヵ月ぶりに前年を下回りましたが、住宅建設については、マンション着工は減少しているものの住宅

取得関連の優遇制度の効果もあり、持家取得の動きは引き続き堅調となっています。

［生産活動］……………総合指数は３ヵ月ぶりのプラス

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８９．９となり、前月比３．５％上昇

しました。

主要業種では、海外向け乗用車生産が好調な輸

送機械が前月比で１１．１％上昇したほか、一般機械

もアジア向けのディスプレイ製造装置が好調だっ

たことから前月比で上昇しています。

［大型小売店］……………３ヵ月ぶりに前年を下回る

１２月の大型小売店販売額は、前年同月比１．７％

減の７２１億円と、３ヵ月ぶりに前年を下回りました。

中旬まで気温の高い日が多かったことで、冬物

衣料品等の動きが鈍かったことや年末に急激に冷

え込んだことにより、客足が遠退いたこと等が影

響しています。

福岡県経済動向
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［住宅建設］……………１０ヵ月連続で前年を上回る

１２月の新設住宅着工戸数は、持家で前年同月比

２０．０％増の９８４戸、貸家で同２３．１％増の１，５４９戸と

順調に増加しましたが、分譲についてはマンショ

ン着工が大幅に減少した影響が大きく、前年同月

比４６．０％減の３６０戸となりました。全体では同

６．０％増の２，９１３戸と１０ヵ月連続で前年比プラスと

なっています。

住宅減税等の効果等から、持家取得の動きは堅

調に推移しています。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに減少

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比８．６％減の１，０３７件、金額は同

１４．６％減の２３８億円となり、請負金額は２ヵ月ぶ

りに前年を下回りました。

発注者別にみると、大学跡地再開発等で「独立

行政法人」が増加（同７０．５％増）したものの、「国」

（同２３．６％減）や「県」（同１９．９％減）は前年を下回

りました。

［企業倒産］……………負債総額は前年を大きく下回る

１月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、件

数が前年同月比４件（１４．８％）増の３１件、負債総額

は大型倒産が発生した前年同月（小売業の破綻等

により９２億円を計上）に比べ５３．５％減の４３億円と

大きく減少しました。

前月比では件数、負債金額ともに小幅ながら減

少しています。

福岡県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

福岡県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

福岡県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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熊本県の最近の経済動向
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熊本県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）熊本県
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（出所）九州経済産業局

［熊本県の景気］……………持ち直しの動きにやや鈍化の兆しが見られる

生産活動では、家電向けの集積回路が低調なこと等から総合指数は２ヵ月連続で前月を下回ってお

り、持ち直しの動きにもやや鈍化の兆しが見られていますが、落ち込み幅は縮小しています。

消費面では、日用品等は好調な一方で、主力の衣料品等が弱含んだことにより、横ばい圏で推移し

たほか、住宅建設も貸家・分譲は減少していますが、持家は順調に推移しています。

［生産活動］……………総合指数は小幅低下

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は８８．２となり、前月比２．０％低下

しました。

主要業種では、家電等の電化製品に使用される

集積回路の生産が低調なこと等が影響し、電子部

品・デバイスが落ち込んだ一方、輸送機械が堅調

に推移したことで、全体では小幅低下となりました。

［大型小売店］……………主力の衣料品が伸びず前年並み

１２月の大型小売店販売額は、前年同月比０．６％

減の１９１億円と、前年並みとなりました。

年末を控えて需要が増加した日用品や、暖房器

具等の家電類が消費の牽引役となった一方で、主

力の衣料品等の動きが鈍かったことから全体では

ほぼ横ばいとなりました。

熊本県経済動向
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熊本県経済動向

［住宅建設］……………４ヵ月ぶりに前年を下回る

１２月の新設住宅着工戸数は、持家については前

年同月比１．７％増の４１２戸となった一方、貸家が同

７．５％減の３５９戸、分譲はマンション着工が無かっ

たことで同５６．４％減の４４戸と低調に推移したこと

から、全体では同８．７％減の８２０戸と４ヵ月ぶりに

前年を下回りました。

［公共工事］……………請負金額は２ヵ月連続で前年を上回る

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比０．２％減の８７２件、金額が同

１０．９％増の１７６億円となり、請負金額は２ヵ月連

続で前年を上回りました。

学校建設やトンネル事業等の大型案件で「国」

や「県」が増加しています。

［企業倒産］……………負債総額は前年を上回る

１月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、件

数は前年同月比２７．３％減の８件、負債総額は同

２３．６％増の１５億円となりました。

１０億円以上の大口倒産は見られなかったものの、

建設関連企業で８億円を超える倒産が発生したこ

とから負債総額は前年を上回りました。しかしな

がら、前月比では約４０％減少しています。

熊本県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

熊本県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

熊本県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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長崎県の最近の経済動向
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長崎県の鉱工業生産指数の推移（季節調整済）（２００５年＝１００）

（出所）長崎県
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（出所）九州経済産業局

［長崎県の景気］……………持ち直しの動きが続いている

生産活動では、新造船等の輸送機械が堅調な一方、パソコン等の集積回路の生産が伸び悩んだこと

から、電子部品・デバイスが前月比で１０％超の低下を見せていますが、依然高水準の生産は維持して

おり、持ち直しの動きが続いています。

消費面では、主力の衣料品や飲食料品は低調ながらも、家電類等が好調で販売額も微増となったほ

か、年間販売額でも前年比のマイナス幅は縮小しています。

企業倒産は、大口倒産が２件発生した為、負債総額は大きく増加していますが、件数は前月比で減

少する等、低水準の状況は続いています。

［生産活動］……………総合指数は２ヵ月ぶりにマイナス

１１月の鉱工業生産指数（季節調整値）の動きを見

ると、総合指数は１４６．１となり、前月比１．７％低下

しました。

主要業種では、輸送船の新造等で輸送機械が前

月比４．２％上昇しています。一方、パソコンや家

電の集積回路の生産が低調だったこと等から、電

子部品・デバイスは前月比１５．１％低下しましたが、

高い水準は維持しています。

［大型小売店］……………６ヵ月連続で前年を上回る

１２月の大型小売店販売額は、前年同月比０．９％

増の１２７億円と、６ヵ月連続で前年を上回りました。

中旬まで気温が高めの日が多く、冬物衣料品等

の動きが全体的に鈍かった一方、家電類の販売が

増加したこと等から、全体では前年を上回りました。

長崎県経済動向
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長崎県経済動向

［住宅建設］……………３ヵ月ぶりに前年を上回る

１２月の新設住宅着工戸数は、住宅減税の効果等

もあり持家については前年同月比１６．１％増の２５９

戸となったほか、分譲についても、戸建は同３５．３％

増の２３戸と順調に推移しています。一方、マンショ

ンは低調で同３２．１％減少しています。

全体では同１．０％増の６７５戸と３ヵ月ぶりに前年

を上回りました。

［公共工事］……………件数、請負金額ともに前年を上回る

１２月の公共工事保証請負状況（保証ベース）は、

件数が前年同月比４．４％増の５１７件、金額が同０．２％

増の１２０億円と、件数、請負金額ともに前年を上

回りました。

発注者別の請負金額をみると、トンネル、ダム

事業等の大型案件で「県」が増加したほか、米軍

関連施設の工事案件により「国」も増加しています。

［企業倒産］……………大口倒産発生により負債総額増加

１２月の企業倒産（負債額１，０００万円以上）は、件

数が前年同月比２件（２２．２％）減の７件となったも

のの、肥料・飼料卸売業や乗用旅客自動車運送業

で合計約３５億円もの大口倒産が発生したことによ

り、負債総額が同５７６％増の４２億円と大幅に増加

しました。

長崎県の新設住宅着工戸数

（出所）国土交通省

長崎県の公共工事請負高

（出所）西日本建設業保証

長崎県の倒産状況

（出所）東京商工リサーチ
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経済指標｜全国のデータ�

項目

年月

新設住宅着工戸数 企業物価指数
（２００５年＝１００）

消費者物価指数
（２００５年＝１００）

大型小売店
販売額

乗用車

合計 持家 貸家 分譲 乗用車新規登録台数

戸 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 指数 前年比（％） 指数 前年比（％） 億円 前年比（％） 台 前年比（％）

２００７年 １，０６０，７４１ ▲１７．８ ▲１２．２ ▲１８．７ ▲２２．３ １０４．０ １．８ １００．３ ０．１ ２１１，９８８ ０．３ ２，９４５，６６８ ▲５．８
２００８年 １，０９３，４８５ ３．１ １．２ ５．２ １．８ １０８．７ ４．５ １０１．７ １．４ ２０９，５１１ ▲１．２ ２，７９３，６２６ ▲５．２
２００９年 ７８８，４１０ ▲２７．９ ▲１０．６ ▲３０．８ ▲４３．７ １０３．０ ▲５．３ １００．３ ▲１．４ １９７，７５８ ▲５．６ ２，６３４，０４８ ▲５．７
２００９．１１ ６８，１９８ ▲１９．１ ８．３ ▲２５．３ ▲３８．２ １０２．１ ▲５．０ ９９．８ ▲１．９ １６，２１５ ▲９．０ ２６７，７０６ ４４．０

１２ ６９，２９８ ▲１５．７ ３．０ ▲２２．７ ▲２７．４ １０２．２ ▲３．８ ９９．６ ▲１．７ ２０，６９１ ▲４．２ ２２９，６２０ ４５．４
２０１０．１ ６４，９５１ ▲８．１ ５．４ ▲１４．５ ▲１１．７ １０２．３ ▲２．２ ９９．４ ▲１．３ １７，１４７ ▲５．１ ２１８，７７５ ４２．７

２ ５６，５２７ ▲９．３ ２．９ ▲８．４ ▲２５．６ １０２．４ ▲１．６ ９９．３ ▲１．１ １４，０２３ ▲３．４ ２６８，７２０ ３８．９
３ ６５，００８ ▲２．４ ３．２ ▲１２．５ ８．８ １０２．６ ▲１．３ ９９．６ ▲１．１ １５，８３１ ▲４．１ ４０１，５２５ ４０．６
４ ６６，５６８ ０．６ ２．３ ▲７．０ ２７．４ １０３．０ ▲０．２ ９９．６ ▲１．２ １５，４６３ ▲３．１ ２００，２５２ ３６．９
５ ５９，９１１ ▲４．６ ４．８ ▲１３．５ ０．８ １０３．３ ０．５ ９９．７ ▲０．９ １５，６５６ ▲３．２ ２０６，９３３ ２９．８
６ ６８，６８８ ０．６ ４．４ ▲１０．９ ２４．６ １０２．８ ０．４ ９９．７ ▲０．７ １５，６３４ ▲２．４ ２６５，３７２ ２０．９
７ ６８，７８５ ４．３ ４．４ ▲５．９ ２７．２ １０２．８ ▲０．１ ９９．２ ▲０．９ １７，１８９ ▲１．０ ３０７，０１５ １５．５
８ ７１，９７２ ２０．５ １５．５ １６．９ ３５．２ １０２．８ ０．０ ９９．５ ▲０．９ １５，５００ ▲１．３ ２６７，４２６ ４８．９
９ ７１，９９８ １７．７ １２．９ ２．２ ５８．９ １０２．８ ▲０．１ ９９．８ ▲０．６ １４，７７８ ▲１．１ ２７８，００２ ▲５．３
１０ ７１，３９０ ６．４ １０．４ ▲９．０ ３７．１ １０２．９ ０．８ １００．２ ０．２ １５，８０９ １．３ １７１，３７４ ▲２８．６
１１ ７２，８３８ ６．８ ７．１ ▲９．５ ４６．３ １０３．０ ０．９ ９９．９ ０．１ １６，３２５ ０．７ １７８，０６４ ▲３３．５
１２ ７４，５１７ ７．５ １１．８ ▲８．４ ３７．６ １０３．４ １．２ ９９．６ ０．０ ２０，４３５ ▲１．２ １５７，０４１ ▲３１．６

出所 国土交通省 日本銀行 総務省 経済産業省 日本自動車販売協会連合会

項目

年月

鉱工業指数
（２００５年＝１００）

機械受注金額
（船舶・電力
を除く民需）

貿易 公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）生産指数 出荷指数 在庫指数 輸出金額 輸入金額

季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 前月（年）比（％） 前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

２００７年 １０７．４ １．３ １０７．８ ３．１ １０３．９ １．７ ▲４．０ １１．５ ８．６ １１９，２６８ ▲１．３ ８９，７２２ ▲１０．３
２００８年 １０３．８ ▲３．３ １０４．３ ▲３．２ １０６．７ ２．７ ▲６．０ ▲３．５ ８．０ １１５，９０１ ▲２．８ ９９，７４１ １１．２
２００９年 ８１．１ ▲２１．９ ８２．１ ▲２１．３ ９７．２ ▲８．９ ▲２６．９ ▲３３．１ ▲３４．８ １２７，１２０ ９．７ ７７，８３６ ▲２２．０
２００９．１１ ８８．１ ▲２．９ ８８．８ ▲２．２ ９３．２ ▲１４．２ ▲１１．３ ▲６．３ ▲１６．７ ８，４４１ ▲０．０ ６，７３３ ▲７．８

１２ ９０．４ ６．４ ９０．９ ６．３ ９３．０ ▲１４．６ ２０．１ １２．０ ▲５．５ ８，６５８ １０．３ ６，１０２ ▲３０．８
２０１０．１ ９４．３ １８．９ ９５．０ ２０．１ ９４．０ ▲１２．３ ▲３．７ ４０．９ ８．８ ５，７９１ ▲３．８ ５，９６５ ▲２２．０

２ ９３．７ ３１．３ ９４．８ ２９．０ ９５．５ ▲７．５ ▲５．４ ４５．３ ２９．５ ５，７９０ ▲８．８ ６，７４３ ▲１４．７
３ ９４．８ ３１．８ ９６．７ ２９．９ ９４．０ ▲６．０ ７．０ ４３．５ ２０．６ １３，４１１ ▲１６．０ ７，８０８ １８．８
４ ９６．０ ２５．９ ９８．１ ２７．１ ９４．６ ▲３．４ ４．０ ４０．４ ２４．２ １３，２７８ ▲０．１ ５，８５０ ▲４．２
５ ９６．１ ２０．４ ９６．４ ２１．０ ９６．５ ▲０．８ ▲９．１ ３２．１ ３３．４ ７，４０２ ▲５．９ ５，７１９ ８．１
６ ９５．０ １７．３ ９６．６ １８．１ ９７．２ １．２ １．６ ２７．７ ２６．１ １０，３３８ ▲５．８ ６，２８３ ▲６．４
７ ９４．８ １４．２ ９６．５ １４．７ ９６．７ １．３ ８．８ ２３．５ １５．７ １１，４１０ ▲８．８ ６，９５１ ▲７．９
８ ９４．３ １５．１ ９５．７ １５．８ ９７．５ ２．６ １０．１ １５．５ １７．９ ９，２１６ ▲８．４ ６，３１５ １．３
９ ９２．８ １１．５ ９５．２ １２．６ ９７．６ ３．４ ▲１０．３ １４．３ １０．０ １１，６２０ ▲１８．８ ７，４９８ ４８．４
１０ ９０．９ ４．３ ９２．３ ４．１ ９６．６ ３．８ ▲１．４ ７．８ ８．８ １０，３６７ ▲１８．１ ６，３８６ ７．６
１１ ９１．８ ５．８ ９４．７ ８．１ ９４．９ １．９ ▲３．０ ９．１ １４．２ ７，９１２ ▲６．３ ５，５０４ ▲１８．３
１２ ９４．８ ４．９ ９５．８ ５．４ ９６．４ ３．７ １．７ １２．９ １０．６ ７，０９０ ▲１８．１ ５，０１７ ▲１７．８

出所 経済産業省 内閣府 財務省 西日本建設業保証 国土交通省

項目

年月

乗用車
家計消費支出（勤労者世帯）

有効求人
倍率

完全
失業率

倒産件数 預金残高 貸金残高
可処分所得 消費支出

軽乗用車販売台数

台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 前年比（％） 倍 ％ 件 前年比（％） 百億円 前年比（％） 百億円 前年比（％）

２００７年 １，４４７，１０６ ▲４．０ ４４２，５０５ ０．２ ３２３，４５９ １．０ １．０４ ３．９ １４，０９１ ６．４ ５４，２５１ ３．０ ４０，４４０ １．０
２００８年 １，４２６，９７９ ▲１．４ ４４２，７４９ ０．１ ３２４，９２９ ０．５ ０．８８ ４．０ １５，６４６ １１．０ ５５，３６９ ２．１ ４２，１４７ ４．２
２００９年 １，２８３，４２９ ▲１０．１ ４２７，９１２ ▲３．４ ３１９，０６０ ▲１．８ ０．４８ ５．１ １５，４８０ ▲１．１ ５６，７２０ ２．４ ４１，６６２ ▲１．２
２００９．１１ １００，２７１ ▲８．２ ３５４，７５３ ▲３．２ ３０３，５６４ ▲２．１ ０．４３ ５．２ １，１３２ ▲１１．４ ５６，５０５ ２．４ ４１，３６１ ▲０．０

１２ ９１，１９９ ▲２．７ ７６８，３８６ ▲６．４ ３５９，２５４ ▲１．７ ０．４３ ５．１ １，１３６ ▲１６．６ ５６，７２０ ２．４ ４１，６６２ ▲１．２
２０１０．１ ９９，９０６ ▲２．２ ３６２，２２７ ▲１．９ ３２１，６３３ ▲０．０ ０．４６ ４．９ １，０６３ ▲２１．８ ５６，５９１ ２．７ ４１，４０４ ▲１．１

２ １２５，２１２ ▲３．９ ３９１，０４２ ０．２ ２８５，２１１ ▲３．５ ０．４７ ４．９ １，０９０ ▲１７．３ ５６，８３７ ２．３ ４１，３８３ ▲１．３
３ １７７，５１１ ０．２ ３６２，４６６ ▲１．０ ３５２，５５２ ２．３ ０．４９ ５．０ １，３１４ ▲１４．５ ５７，９６１ ２．６ ４１，６１７ ▲１．４
４ ９７，９６８ ９．４ ３８３，９８０ ▲０．６ ３３１，６２１ ▲３．７ ０．４８ ５．１ １，１５４ ▲１３．２ ５７，７６５ ２．４ ４１，０４３ ▲１．８
５ ９３，４８８ １０．０ ３２０，５４２ ▲６．２ ３０３，３２６ ▲４．４ ０．５０ ５．２ １，０２１ ▲１５．１ ５７，９７８ ３．０ ４０，８９２ ▲１．９
６ １１１，２３７ １１．７ ５９９，６６９ ６．５ ２９７，８０９ ▲０．５ ０．５２ ５．３ １，１４８ ▲１９．３ ５７，９９６ ２．０ ４０，９４４ ▲１．６
７ １１３，１９６ ６．５ ４６３，４４７ ▲１．３ ３１６，６５９ ０．０ ０．５３ ５．２ １，０６６ ▲２３．１ ５７，３５４ １．９ ４０，８５８ ▲１．６
８ １０１，４３３ ２１．１ ３８８，４７８ ▲０．３ ３２３，７５８ １．８ ０．５４ ５．１ １，０６４ ▲１４．３ ５７，４０９ ２．３ ４０，６７５ ▲１．７
９ １２２，３８０ ２．２ ３５２，２４４ １．０ ３０７，４３７ １．９ ０．５５ ５．０ １，１０２ ▲４．６ ５７，７５２ ２．４ ４１，０４４ ▲１．５
１０ ７９，８５２ ▲１９．０ ４１９，５３２ ８．４ ３２０，７２７ ４．７ ０．５６ ５．１ １，１３６ ▲９．９ ５７，３０２ ２．４ ４０，６７７ ▲１．９
１１ ８０，２６９ ▲１９．９ ３５７，２６３ ０．７ ３０９，５４８ ２．０ ０．５７ ５．１ １，０６１ ▲６．３ ５７，５８６ １．９ ４０，６０３ ▲１．８
１２ ８２，２１３ ▲９．９ ７５８，７１９ ▲１．３ ３４９，４９５ ▲２．７ ０．５７ ４．９ １，１０２ ▲３．０ ５７，６７１ １．７ ４０，９３１ ▲１．８

出所 全国軽自動車協会連合会 総務省 厚生労働省 総務省 東京商工リサーチ 日本銀行
（注） ｐは速報値、ｒは修正値。鉱工業指数は、前年同期比の値と年間の指数は原数値、月間の指数は季節調整値。機械受注金額は、年間は前年比、月間は前月比。大

型小売店販売額は、店舗調整前の値。家計消費支出の前年比は、名目値の前年比。可処分所得・消費支出は、２人以上の世帯のうち勤労者世帯（農林漁家世帯を含
む）。有効求人倍率は、年間は実数値、月間は季節調整値。新規学卒を除きパートタイムを含む。完全失業率は季節調整値。預貸金残高は年末、月末残高。都市銀
行、地方銀行、第二地方銀行、信託銀行、長期信用銀行の合計、ただし、特別国際金融取引勘定を含まない。
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経済指標｜福岡県のデータ�

項目

年月

貿易 公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

新設住宅着工戸数
消費者物価指数
（２００５年＝１００） 大型小売店

販売額
輸出金額 輸入金額 合計 持家 貸家 分譲 福岡市

前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％） 戸 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 指数 前年比（％） 百万円 前年比（％）

２００７年 １７．０ １１．６ ４，６７３ ９．９ ３，６６１ ２．１ ４５，０６６ ▲２３．６ ▲９．８ ▲２１．１ ▲４０．２ １００．０ ▲０．１ ７１６，６９９ １．０
２００８年 ８．４ ２．２ ４，２６２ ▲８．８ ３，６８０ ０．５ ４７，１３９ ４．６ ０．３ ▲３．０ ３０．３ １０１．０ １．０ ７００，４５１ ▲２．３
２００９年 ▲３３．２ ▲３５．０ ３，９６５ ▲７．０ ２，３１０ ▲３７．２ ２８，９９７ ▲３８．５ ▲１０．５ ▲４６．６ ▲４５．５ ９９．６ ▲１．３ ６６３，７７２ ▲５．２
２００９．１１ ▲１９．１ ▲２２．６ ２５２ ▲１０．０ １９８ ３．２ ２，４５１ ▲２２．３ １０．８ ▲３３．８ ▲２４．２ ９８．９ ▲２．１ ５２，８３２ ▲９．６

１２ ２３．１ ▲１２．９ ２７９ １８．７ ２１３ ▲１８．２ ２，７４７ ▲１９．３ ▲２．０ ▲３０．４ ▲１１．４ ９８．７ ▲１．９ ７３，３０２ ▲４．０
２０１０．１ ５０．９ ６．５ ２３２ ５．６ １４０ ▲１５．５ ２，０２３ ▲２４．５ １８．９ ▲５２．３ ３２．２ ９８．５ ▲１．６ ５７，６６３ ▲４．２

２ ６９．１ ２５．４ ２０５ ２５．１ ５７ ▲５９．０ ２，３６４ ▲１７．５ ６．５ ２６．５ ▲７６．５ ９８．５ ▲１．１ ４６，２５１ ▲３．６
３ ６９．７ ２１．３ ５４２ ２３．３ ４５６ １１５．２ ３，１８９ ２６．１ ６．４ ▲３．９ １４６．７ ９９．２ ▲０．６ ５１，６８１ ▲４．６
４ ３０．４ ２１．４ ４３２ ▲３．５ １３９ ▲３．４ ２，６２５ １５．９ １１．３ １８．３ １７．３ ９８．６ ▲１．６ ５０，０５１ ▲５．１
５ ４２．１ １８．２ ２２１ ０．６ ２３８ １９．１ ２，４１３ １．９ １９．３ ５４．２ ▲６８．１ ９８．９ ▲１．１ ５１，３９１ ▲５．２
６ ２１．７ １９．７ ２７２ １１．６ １９３ １．４ ２，５８４ ５．９ ▲２．０ １７．４ ３０．９ ９８．９ ▲０．８ ４９，４１４ ▲４．１
７ ３０．７ １４．６ ３６１ ▲６．８ ３７８ ２０６．０ ２，４４１ ７．２ ▲２．２ ▲２．９ １９．１ ９８．６ ▲０．９ ６０，０６６ ▲２．０
８ ２０．１ ２６．７ ３５７ ▲７．３ １６４ ▲９．８ ２，９３１ ５１．２ ２８．７ ３５．１ １７１．８ ９９．０ ▲０．７ ５１，６４４ ▲３．８
９ ２０．３ １０．６ ４４６ ▲６．９ ２０５ ▲２７．６ ２，１１２ １．６ ２０．６ ▲１４．２ ２６．５ ９９．２ ▲０．６ ４８，５３２ ▲１．６
１０ ２０．４ ７．９ ３６９ ▲１８．２ １６０ ▲３８．１ ２，６６１ １２．６ １１．６ １５．０ １０．０ ９９．４ ０．０ ５２，６２８ ０．１
１１ ３２．３ １８．５ ２６８ ６．６ ２４９ ２５．４ ２，９００ １８．３ ２９．１ ７．３ ２６．３ ９９．０ ０．１ ５３，１３８ ０．６
１２ ２８．７ １８．４ ２３８ ▲１４．６ １９４ ▲８．９ ２，９１３ ６．０ ２０．０ ２３．１ ▲４６．０ ９８．８ ０．１ ７２，０６４ ▲１．７

出所 門司税関 西日本建設業保証 国土交通省 総務省 九州経済産業局

項目

年月

鉱工業生産指数
（２００５年＝１００） 鉱工業出荷指数

（２００５年＝１００）
鉱工業在庫指数
（２００５年＝１００）

総合 鉄鋼 電気機械 一般機械 輸送機械

季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％）

２００７年 １０２．４ ▲０．２ １０５．９ ３．３ １１３．６ ３．９ １０１．２ ２．９ １１２．３ ４．６ １０２．７ ▲０．３ １２２．３ ７．４
２００８年 １０２．７ ０．３ １００．８ ▲４．９ １１６．３ ２．４ １１３．７ １２．４ １１３．４ １．０ １０１．６ ▲１．１ １２２．１ ▲０．１
２００９年 ７９．６ ▲２２．５ ７６．０ ▲２４．６ ７１．８ ▲３８．３ ７２．７ ▲３６．１ ７９．６ ▲２９．８ ７８．４ ▲２２．８ １１３．３ ▲７．３
２００９．１１ ８４．８ ▲４．２ ９１．１ ０．８ ７５．５ ▲２９．１ ６７．５ ▲３５．８ ９９．８ ３１．７ ８５．３ １．８ １００．６ ▲１９．０

１２ ８７．３ ２．５ ９９．５ ３０．２ ８１．２ ▲２２．３ ７３．４ ▲２２．９ ９８．３ ３９．７ ８７．８ ９．０ ９８．６ ▲２２．５
２０１０．１ ９３．４ ２１．５ ９２．９ ５８．８ ７９．９ ▲９．３ ８４．８ ▲３．０ １１１．５ ７０．７ ９３．３ ２６．７ ９８．６ ▲１９．４

２ ９１．３ ３９．１ １００．９ ７４．１ ８９．０ ２１．８ ８４．６ ８．９ １０５．７ １６５．０ ９１．０ ４８．６ ９１．９ ▲２５．６
３ ９３．９ ３１．０ １０３．４ ７０．１ ９８．９ ３５．８ ８９．２ ２．０ １０５．２ １３３．３ ９３．７ ４１．２ ９１．７ ▲２２．８
４ ９４．５ ２７．８ １０２．５ ６８．２ ９０．３ ３８．３ ７８．８ ２６．１ １１１．０ ５９．８ ９２．７ ２５．１ ９６．３ ▲１８．０
５ ９３．８ １７．９ ９５．６ ３４．０ ９３．１ ４５．３ ８８．３ ２６．７ １０９．５ ３０．５ ９３．２ ２０．９ １２２．８ ７．６
６ ９２．９ １７．３ １０２．８ ３９．５ ９１．５ ４２．９ ９２．６ ４１．６ １０６．４ ２８．１ ９１．８ １７．０ １５９．６ ３７．１
７ ９５．５ １５．８ ９６．１ １８．８ ８９．４ ３７．６ ９７．３ ４７．５ １１２．４ ２６．４ ９６．３ １５．５ １３４．６ ５．０
８ ９８．６ １８．８ ９５．４ １６．０ ９６．７ ４３．５ ９３．５ ３０．４ １１９．３ ３０．７ ９８．９ １９．７ １２８．５ １６．２
９ ９７．３ １４．５ ９７．６ １６．３ ９６．５ ３３．４ ９９．５ ３９．９ １１３．８ ２０．０ ９５．９ １３．６ １１９．５ １２．９
１０ ８６．９ ２．３ ９２．３ ５．５ ９７．５ ３９．５ ９２．０ ３６．０ ９８．６ ４．６ ８６．１ ０．９ １０６．９ ３．１
１１ ８９．９ ６．７ ９５．９ ５．９ ９３．９ ２４．７ ９８．６ ４６．６ １０９．５ ９．８ ９０．２ ６．４ １４６．１ ４３．９
１２

出所 福岡県調査統計課

項目

年月

乗用車
家計消費支出（勤労者世帯）

有効求人
倍率

倒産件数 預金残高 貸金残高可処分所得 消費支出

乗用車新規登録台数 軽乗用車販売台数 北九州・福岡大都市圏 北九州・福岡大都市圏

台 前年比（％） 台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 前年比（％） 倍 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

２００７年 １１０，６３２ ▲５．０ ５７，５５６ ▲４．１ ３８９，４３９ ▲４．５ ３０７，３２８ ▲３．７ ０．８５ ５０４ ０．４ １７０，７８７ １．８ １３４，３５７ ２．０
２００８年 １０５，８８９ ▲４．３ ５６，４５４ ▲１．９ ３９６，３０３ １．８ ３１２，７７５ １．８ ０．６３ ５４５ ８．１ １７４，０９８ １．９ １３７，５９８ ２．４
２００９年 ９９，６１６ ▲５．９ ５１，８１２ ▲８．２ ３９１，０２９ ▲１．３ ３０５，５５４ ▲２．３ ０．４２ ４８０ ▲１１．９ １７９，０５０ ２．８ １３８，７６７ ０．８
２００９．１１ １０，２２２ ３９．９ ４，０５５ ▲７．７ ３３１，２６３ ０．７ ２６８，６３０ ▲０．２ ０．４０ ３１ ▲３６．７ １７７，０６７ ２．９ １３８，３６３ ２．３

１２ ８，４８６ ４６．６ ３，５５６ ２．３ ６４９，８９１ ▲９．６ ３６５，６６７ １３．９ ０．３９ ４５ ▲２．２ １７９，０５０ ２．８ １３８，７６７ ０．８
２０１０．１ ８，７８３ ５４．９ ４，４０５ ２．０ ３４６，３１２ ４．６ ３３８，４１１ ２０．５ ０．４１ ２７ ▲４２．６ １７８，４０８ ２．５ １３８，４１６ ０．４

２ １０，８４０ ４６．３ ５，１８４ ▲４．９ ３７１，９８５ ９．３ ２６４，７０４ ▲１７．５ ０．４２ ３０ ▲３．２ １７９，１６２ ２．５ １３８，５３４ ▲０．７
３ １４，８５７ ４７．６ ６，８７２ ▲４．７ ３２７，１９４ ▲１０．０ ３０８，０６９ １．８ ０．４３ ３６ ▲１８．２ １７９，１１８ ３．５ １３７，９３３ ▲０．６
４ ７，９２７ ４０．９ ３，９８９ １５．９ ３５０，０２８ ▲３．６ ３６０，５４６ ４．４ ０．４４ ２７ ▲２５．０ １８１，２１４ ２．４ １３７，６６０ ▲１．０
５ ８，２１９ ４１．０ ３，９４８ ２９．１ ３１３，２００ ▲２．７ ２８５，７５８ ▲１．０ ０．４５ ２２ ▲４７．６ １８１，２８３ １．８ １３７，７０７ ▲１．４
６ １０，３６７ ２８．５ ４，７４３ １５．４ ５１３，２３２ ０．１ ２８３，３８８ ６．９ ０．４６ ３１ ▲３５．４ １８１，５６０ ２．１ １３６，７２１ ▲０．２
７ １１，７３０ １４．６ ５，０９３ １７．６ ４２６，１７０ ▲５．９ ２９９，０８９ ▲１．１ ０．４６ ２５ ▲４４．４ １８１，６３０ ３．１ １３７，８７９ ０．２
８ １０，９０３ ４６．３ ４，４８８ ２９．２ ３６５，５６３ ４．５ ２７８，５１９ ▲９．１ ０．４６ ３５ ６．１ １８０，５３２ ２．５ １３６，９５６ ▲０．４
９ １０，２９５ ▲１０．１ ５，０５３ ２．７ ３１４，３６０ ▲２．５ ２９４，９３７ ▲５．５ ０．４７ ４５ ２．３ １８０，０８７ ２．５ １３８，３９４ ０．２
１０ ６，９８１ ▲２３．３ ３，００７ ▲２２．７ ３７９，５２８ ７．３ ２８９，９７６ ▲５．９ ０．５０ ２８ ▲１７．６ １８０，６８２ ２．３ １３８，８１５ ▲０．０
１１ ６，７６１ ▲３３．９ ３，３７６ ▲１６．７ ３１９，０９３ ▲３．７ ２９９，２３４ １１．４ ０．５２ ２９ ▲６．５ １８０，５８７ ２．０ １３９，１４２ ０．６
１２ ５，９８７ ▲２９．４ ３，２５５ ▲８．５ ６４３，５４７ ▲１．０ ３４１，３３０ ▲６．７ ０．５３ ４０ ▲１１．１ １８２，３６４ １．９ １４０，６９０ １．４

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省 厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行
（注） 掲載指標についての説明は全国の注釈参照。
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経済指標｜熊本県のデータ�
項目

年月

鉱工業生産指数
（２００５年＝１００） 鉱工業出荷指数

（２００５年＝１００）
鉱工業在庫指数
（２００５年＝１００）

総合 食料品 電子部品 一般機械 輸送機械

季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％）

２００７年 １０９．３ ▲０．３ ９９．３ ▲１．２ １３７．８ １２．５ １１８．０ ６．３ ９１．９ ▲７．４ １０８．３ ▲０．３ １１３．２ １．１
２００８年 １０３．６ ▲５．３ ９７．９ ▲１．４ １３８．６ ０．６ ７８．２ ▲３３．８ ９４．４ ２．７ １０１．０ ▲６．８ １２４．５ １０．０
２００９年 ８０．３ ▲２２．５ ９５．７ ▲２．２ １０３．７ ▲２５．２ ４９．０ ▲３７．３ ７１．２ ▲２４．６ ７９．２ ▲２１．６ １１２．２ ▲９．９
２００９．１１ ８４．７ ▲１０．０ ９５．０ ０．３ １１７．４ ０．９ ５４．７ ▲０．５ ６７．９ ▲２９．１ ８１．７ ▲１０．８ ９３．４ ▲３０．４

１２ ８７．５ ▲３．８ ９１．６ ▲３．９ １２６．６ １７．０ ４７．５ ▲２１．５ ６８．６ ▲２９．４ ８２．７ ▲７．２ ９４．２ ▲３２．８
２０１０．１ ９８．３ １５．３ １００．５ ２．０ １４４．７ ５７．８ ４８．１ ▲２４．９ ７９．５ １．５ ９４．６ ９．２ ９６．１ ▲３１．７

２ ９７．７ ２６．０ ９４．６ ▲１．３ １２７．４ ６６．０ ６４．３ ２０．５ ８７．６ １０．１ ９４．２ １９．５ ９７．２ ▲２７．８
３ ９１．２ ２７．６ ９２．４ ▲３．４ １２１．７ ５７．０ ９７．２ ５３．３ ９４．４ ２５．５ ９１．０ ２４．０ ９１．９ ▲２２．２
４ ９５．９ ２２．７ ９２．９ ▲１．３ １２１．９ １５．４ １１７．８ ２０１．５ ９３．３ ３１．２ ９４．８ ２３．２ ９４．６ ▲１９．６
５ ９１．０ １７．８ ９０．０ ▲４．２ １１２．３ １１．２ ７６．６ １５１．８ ８４．８ １２．８ ８６．０ １２．６ ９０．３ ▲２３．２
６ ９８．６ ２５．４ ９８．６ ０．８ １１２．７ ４．８ ５５．２ ２１．６ ７７．５ ９．５ ９３．２ １８．８ ９２．１ ▲１８．０
７ ９５．３ １７．７ ９２．４ ▲６．７ １１７．１ ５．０ １０３．６ １１０．９ ７１．２ ２．０ ８７．７ １０．６ ９６．７ ▲１１．８
８ １０２．８ ２９．４ ９８．９ ６．１ １１４．２ ８．０ １０１．５ １５８．９ ８３．９ １３．５ ９７．８ ２６．２ ９６．７ ▲９．５
９ １０７．９ ３１．１ ９７．７ ３．０ １０８．６ ▲２．９ １１０．９ １１７．４ ７７．３ ２１．１ ９７．５ ２１．３ ９９．５ ▲３．０
１０ ９０．０ ９．５ ９３．１ ▲６．５ １０５．６ ▲５．３ １０２．７ １１８．５ ７３．１ ９．２ ８６．４ ８．１ １０７．３ １１．０
１１ ８８．２ ５．４ ８９．１ ▲４．７ ９７．０ ▲１５．８ ９１．５ ７０．９ ７４．８ １２．３ ８５．０ ５．５ １０２．６ ９．８
１２

出所 熊本県統計調査課

項目

年月

貿易 公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

新設住宅着工戸数
消費者物価指数
（２００５年＝１００） 大型小売店

販売額
輸出金額 輸入金額 合計 持家 貸家 分譲 熊本市

前年比（％） 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％） 戸 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 指数 前年比（％） 百万円 前年比（％）

２００７年 ３．９ ２０．８ ２，０７１ ▲０．３ １，２８９ １０．６ １３，２８６ ▲１０．３ ▲８．１ ▲７．２ ▲２７．３ ９９．９ ▲０．１ １８７，６７６ ▲０．６
２００８年 ２．６ ２６．７ ２，０２１ ▲２．４ １，０９８ ▲１４．８ １２，５４２ ▲５．６ ０．３ ▲８．７ ▲１０．５ １０１．１ １．２ １８４，１３４ ▲１．９
２００９年 ▲２６．８ ▲３６．６ ２，１２４ ５．１ ７０１ ▲３６．１ ９，８４２ ▲２１．５ ▲７．２ ▲３６．７ ▲１．２ １００．４ ▲０．７ １７２，７８５ ▲６．２
２００９．１１ ▲３４．８ ▲２９．９ １６７ ４５．３ ６５ ▲２０．５ ８９７ ▲２２．９ １４．２ ▲４１．９ ▲２７．４ １００．３ ▲１．１ １３，７３８ ▲８．４

１２ ２５０．５ ▲４６．９ １５９ ６．５ ６５ ▲２０．３ ８９８ １３．０ ２２．０ ０．０ ３８．４ １００．１ ▲１．０ １９，１９３ ▲７．２
２０１０．１ ２４．８ ▲３５．７ １０８ ６．１ ３６ ▲１６．２ ７２７ ▲５．７ １３．５ ２２．２ ▲７６．４ ９９．９ ▲０．７ １５，６２７ ▲５．４

２ ４８．４ ▲１７．７ １３２ ３３．８ ８１ ６１．９ ５４４ ▲３４．１ ５．４ ▲６７．７ ▲６１．３ ９９．５ ▲０．７ １１，８６８ ▲３．１
３ ８．４ ▲２６．４ ２５０ ７．８ ８８ １４２．４ ７２８ ▲１１．１ ７．９ ３６．９ ▲６０．２ １００．１ ▲０．５ １３，５８４ ▲５．１
４ １０．９ ▲１３．０ １７５ ▲３４．５ ６４ １９．５ ６８２ ▲１６．４ １．１ ３６．０ ▲８６．３ １００．１ ▲０．７ １３，１７１ ▲３．３
５ ▲３１．０ ８０．８ １６９ ８０．０ ７０ ２０．４ ４７９ ▲２６．３ ▲２０．８ ▲４４．８ ３７．５ ９９．９ ▲０．６ １３，２３２ ▲６．３
６ ▲３８．８ １．６ １２３ ４０．２ １１４ １１１．２ ８７１ ▲１９．９ ３９．０ ▲３０．３ ▲７２．５ ９９．９ ▲０．５ １２，８４１ ▲３．３
７ ２０．０ ▲６．２ １３２ ▲２０．３ ７６ ２７．１ ８２７ ▲１０．６ ０．３ ▲３０．３ １３９．５ ９９．８ ▲０．４ １５，４９６ ▲２．４
８ ３３．１ ６３．２ １５１ ▲２１．３ ８０ ５７．３ ６７３ ▲１０．３ ３２．４ ▲４３．３ ▲１９．２ １００．１ ▲０．３ １３，２９５ ▲３．６
９ ３２．９ ▲２．８ ２０４ ▲３４．５ １０５ ５３．８ ８０６ ６．６ １７．８ １６．８ ▲６１．２ １００．５ ▲０．１ １２，２１６ ▲１．４
１０ ▲６．７ ５７．５ ２０２ ▲１８．７ ２１０ １１７．６ ７３５ １３．４ ２５．５ ４．９ １４．６ １００．７ ０．３ １３，７９０ ０．８
１１ １２４．７ ２５．２ １８９ １３．６ １２８ ９６．６ ９５０ ５．９ １．５ ２．４ １８．０ １００．３ ０．０ １３，６７９ ▲０．４
１２ ▲６４．２ ５．２ １７６ １０．９ ７４ １４．５ ８２０ ▲８．７ １．７ ▲７．５ ▲５６．４ ９９．８ ▲０．３ １９，１５１ ▲０．２

出所 門司税関 西日本建設業保証 国土交通省 総務省 九州経済産業局

項目

年月

乗用車
家計消費支出（勤労者世帯）

有効求人
倍率

倒産件数 預金残高 貸金残高可処分所得 消費支出

乗用車新規登録台数 軽乗用車販売台数 熊本市 熊本市

台 前年比（％） 台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 前年比（％） 倍 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

２００７年 ３２，２２５ ▲５．７ ２７，９９８ ▲０．４ ４３１，６１４ １０．６ ２９７，５８０ ４．６ ０．８２ １３９ ９．４ ４７，９７６ １．７ ２８，６６６ ４．０
２００８年 ３１，１８４ ▲３．２ ２８，２８７ １．０ ３９４，６９６ ▲８．６ ３０８，０５０ ３．５ ０．６３ １７９ ２８．８ ４８，６１５ １．３ ２９，５３５ ３．０
２００９年 ３２，８５３ ５．４ ２５，９９９ ▲８．１ ３９４，８９８ ０．１ ３１２，０７０ １．３ ０．３８ １２７ ▲２９．１ ４９，７９０ ２．４ ２９，６６９ ０．５
２００９．１１ ３，６５４ ６６．１ １，９９７ ▲８．４ ３５９，０４５ ６．９ ２９２，８５１ ▲０．７ ０．３９ １３ ０．０ ４９，１５８ １．９ ２９，２０８ ０．５

１２ ２，７０９ ７０．９ １，９０３ ▲１．４ ７５７，６１８ １２．５ ３５８，７６３ ５．５ ０．３９ ９ ▲６０．９ ４９，７９０ ２．４ ２９，６６９ ０．５
２０１０．１ ３，０１９ ５２．４ ２，１４３ ▲３．８ ３８２，９３４ １７．３ ３６１，１９７ ５．５ ０．４１ １１ ▲２６．７ ４９，２９８ ２．２ ２９，４０９ ０．０

２ ３，６６２ ５６．９ ２，６１７ ▲５．２ ４００，０６５ ２０．６ ２９６，１３０ ２０．５ ０．４１ ８ １４．３ ４９，５２９ ２．３ ２９，３６２ ０．１
３ ５，１６４ ４７．２ ３，３３５ ０．２ ３６２，７６０ １１．０ ３３８，２２８ ▲１１．７ ０．４２ １４ ２７．３ ４９，５８２ ３．３ ２９，６１８ ０．４
４ ２，４４５ ４０．０ １，９９３ １２．１ ３７３，６１１ １２．１ ３４０，３４９ ４．８ ０．４３ １２ １４０．０ ５０，３７７ ２．３ ２９，１８９ ０．１
５ ２，７３４ ４９．９ ２，０２１ １３．７ ３１５，０１９ １．９ ３０３，００５ ４．７ ０．４５ ３ ▲６２．５ ５０，４３２ ２．１ ２９，３００ ０．２
６ ３，３２１ ２３．６ ２，１９７ ７．５ ４６４，１４８ ▲１５．２ ２９４，５８４ １０．５ ０．４６ ９ ▲５５．０ ５０，６８０ ２．０ ２９，３５５ ０．７
７ ４，２９５ ３４．１ ２，３８８ １２．８ ４１５，６１８ ６．２ ２９５，４６０ ▲３．２ ０．４７ ６ ▲４０．０ ５０，５２１ ３．４ ２９，４６０ ０．７
８ ３，７２７ ６２．４ ２，１４５ １８．４ ３１３，１６４ ▲１．６ ２８０，４２４ ▲１．１ ０．４８ ７ ０．０ ５０，０６１ ２．２ ２９，４８５ １．０
９ ３，６６７ ▲３．０ ２，４９２ ８．３ ３０９，９４８ ▲９．２ ２７７，５００ ▲１５．９ ０．４８ １１ ５７．１ ５０，０９９ ２．８ ２９，８３０ １．３
１０ ２，２３６ ▲２８．６ １，８４５ ▲５．６ ３５６，８６９ ▲１０．１ ２４５，４２５ ▲２３．８ ０．５０ １７ １３．３ ５０，３０９ ２．２ ２９，６８４ ０．８
１１ ２，０６８ ▲４３．４ １，７２８ ▲１３．５ ２７９，３３９ ▲２２．２ ２５２，４６６ ▲１３．８ ０．５２ １０ ▲２３．１ ５０，２６３ ２．２ ２９，６９９ １．７
１２ １，７３０ ▲３６．１ １，７４３ ▲８．４ ５５１，３５６ ▲２７．２ ２８０，４４９ ▲２１．８ ０．５４ ６ ▲３３．３ ５０，８５７ ２．１ ３０，２７０ ２．０

出所 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省 厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行
（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。
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経済指標｜長崎県のデータ�

項目

年月

貿易
漁業水揚金額

公共工事
保証請負金額

建築着工統計
工事費予定額
（非居住用）

新設住宅着工戸数 観光施設入場者数
（主要７施設合計）

消費者物価指数
（２００５年＝１００）

輸出金額 輸入金額 合計 持家 貸家 分譲 長崎市

前年比（％） 前年比（％） 百万円 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％） 戸 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 前年比（％） 千人 前年比（％） 指数 前年比（％）

２００７年 ６．０ ２０．７ ７０，２４７ ８．２１，８６２ ５．５ ６４４ ▲２２．５ ６，９０１ ▲２２．８ ▲１９．６ ▲１１．９ ▲５６．６５，０００ ４．７ ９９．７ ▲０．１
２００８年 ５．７ ５７．５ ７３，４９９ ４．６１，５７５ ▲１５．４ ５８２ ▲９．６ ６，９４２ ０．６ １．５ ▲８．９ ５１．３４，５９３ ▲８．１１００．９ １．２
２００９年 ７．２ ▲５３．４ ５９，９０１ ▲１８．５１，９５９ ２４．４ ５９６ ２．３ ５，７６７ ▲１６．９ ▲１３．７ ▲９．５ ▲５３．９３，８５０ ▲１６．２ ９９．９ ▲１．０
２００９．１１ ４６．６ ▲１２．８ ５，０３１ ▲１６．８ １００ ▲１７．２ ３７ ４９．３ ６５２ ▲５．８ ▲１９．７ ８５．６ ▲９５．０ ３０８ ▲２１．０ ９９．３ ▲１．７

１２ ▲５９．８ ▲３６．５ ６，２５７ ▲１６．７ １２０ ▲１５．２ ３６ ▲２２．０ ６６８ １９．３ １．８ ３．６ ２６８．６ ２６２ ▲１６．７ ９９．０ ▲１．９
２０１０．１ ４７．３ ▲３０．３ ４，５４３ ▲１６．４ １０５ ▲１７．６ ３２ ▲８０．７ ４８７ ３．２ １．８ ▲２５．６ ２２８．６ １９１ ４．２ ９９．２ ▲１．３

２ ▲１１．０ １．１ ４，２８６ ▲１６．０ １１９ ▲２０．２ ２２ ▲３６．６ ４２４ ▲１６．０ ▲３．２ ▲２３．４ ▲５０．０ ２５０ １９．４ ９８．９ ▲１．２
３ ▲５１．２ ３７．４ ４，７７５ ▲１３．５ １８０ ▲９．９ ４６ ７３．１ ３４６ １８．５ ４．３ ４０．３ ▲２９．４ ３４６ ▲１５．０ ９９．４ ▲１．１
４ １２１．６ ０．５ ５，７０６ ▲０．６ ９８ ▲３５．８ ３３ ▲１８．６ ３７７ ▲１８．９ ▲１９．７ ▲６．１ ▲３６．８ ２６４ ▲８．２ ９８．９ ▲１．７
５ ▲０．２ １０２．６ ４，７４３ ▲５．３ ６９ ▲３３．４ １８ ▲５９．５ ３２１ ▲２４．３ ６．０ ▲６１．５ ７５．０ ４５６ ▲１．９ ９９．２ ▲１．２
６ ▲２１．４ ５４．３ ４，１０２ １．２ １７８ ２６．２ １００ ２６．７ ３８３ ▲２５．０ ▲１３．７ ▲１０．７ ▲７７．８ ２０３ ▲１２．５ ９９．３ ▲０．４
７ １４．４ ３９．０ ４，１４８ ６．２ ２２５ ▲８．５ ３５ ２７．７ ４９７ ３７．７ １５．１ ６５．３ ２３．１ ２６９ １０．９ ９９．０ ▲０．６
８ ２２．８ ７．４ ４，２９０ ▲６．１ １５２ ▲１８．７ ５７ ２９９．９ ４３１ １５．５ ３６．４ ▲５．３ ５５．６ ５６６ ５．０ ９９．３ ▲０．７
９ ▲３８．４ ７４．２ ４，４１１ ３．９ ２０７ ▲２１．７ ５７ ２．６ ５９５ ３６．２ ５．７ ６１．１ ▲７９．７ ３２８ ▲１１．６ ９９．３ ▲０．４
１０ ▲２２．４ ▲１１．９ ４，４７８ ▲１１．０ １７９ ５．８ ６０ ７７．５ ５０４ ▲１７．０ ▲５．０ ▲３９．３ ６７．９ ４２２ ２２．８ ９９．８ ０．５
１１ ▲２２．４ ▲３８．３ ５，６２８ １１．９ １４２ ４２．１ ６７ ８１．０ ４２６ ▲３４．７ ４３．９ ▲６３．２ １２３．１ ３４５ １２．０ ９９．１ ▲０．２
１２ ▲１．１ １２．３ ６，１５７ ▲１．６ １２０ ０．３ ３３ ▲１０．５ ６７５ １．０ １６．１ ▲０．６ ▲２３．３ ３２４ ２３．９ ９９．０ ０．０

出所 門司税関 県内主要４魚市場 西日本建設業保証 国土交通省 長崎県観光振興推進本部 総務省

項目

年月

鉱工業生産指数
（２００５年＝１００）

造船 機械等 電子部品
生産高

総合 一般機械 食料品 電子部品 輸送機械 生産高

季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 季調値 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％） 前年比（％）

２００７年 １３４．０ １１．４ １０３．５ ▲１３．８ １０４．９ ４．４ ２２８．６ ３６．３ ９８．７ ▲２．１ ２，１６６ １５．５ ３，０７９ １１．０ ３．０
２００８年 １５２．５ １３．８ １５４．２ ４９．０ １０１．８ ▲３．０ ２５５．５ １１．８ １１９．０ ２０．６ ２，２６３ ４．５ ３，１８０ ３．３ ０．７
２００９年 １２５．９ ▲１７．４ １２３．０ ▲２０．２ １０１．０ ▲０．７ １９０．３ ▲２５．５ １１０．８ ▲６．９ ２，１３１ ▲５．８ ２，４８４ ▲２１．９ ▲１８．７
２００９．１１ １２９．８ ▲２．３ １０５．１ ▲２２．９ ９５．８ ▲３．５ ２１４．５ １９．１ １００．７ ▲１７．０ １６２ ▲４．４ １８６ ▲４１．１ ２．６

１２ １３３．９ ８．０ １４５．４ １４．９ １００．１ ２．４ ２０８．９ ２１．４ ９９．４ ▲１６．７ １５５ ▲１２．９ １９１ ▲３７．１ ４８．６
２０１０．１ １２３．４ ３２．４ １５０．０ ３９．６ １０３．４ ４．２ １７４．１ ２０３．６ ９９．９ ０．２ １３６ ▲１３．２ １７４ ▲３３．７ ８２．０

２ １３０．９ ６７．６ １５８．７ ５８．９ １０９．４ １４．８ １９７．４１，０３８．１ １０１．７ ▲１４．７ １４９ ▲８．８ １４７ ▲３１．５ １３．５
３ １３５．６ ２９．４ １５２．７ ７２．８ １０３．５ ７．７ １７６．６ ３３．５ １２９．８ １１．４ １４７ ▲２３．３ １８３ ▲８．８ ５６．８
４ １３８．１ ４７．１ ２６５．１ ２３３．６ １０３．２ ０．７ １９３．１ １７７．８ ４９．１ ▲５９．６ １５４ ▲２３．７ ２９４ ４６．７ ４９．５
５ １６３．０ ３９．２ ２０７．１ １０５．７ １０７．８ ４．５ ２６６．４ ７６．０ １２３．２ １．３ １８１ ▲０．９ ２６０ ３１．８ ８．７
６ １４７．１ ▲１０．５ １９４．７ ７０．８ １０４．０ ０．６ ２１６．３ ▲３９．１ １１０．６ ▲５．５ １９０ ▲２．６ ２８０ ３５．６ ２２．２
７ １４２．０ ▲１．９ １５３．０ １７．８ １０９．６ ３．１ ２２１．５ ▲８．４ １１８．３ ▲１０．５ １５６ ▲２０．３ １９０ ▲５．６ ０．６
８ １５０．９ ５．６ ２１６．１ ２２．５ １０８．８ ４．４ ２２５．４ ２．３ １０７．１ ０．０ １６０ ▲６．７ ２５６ ４８．６ ６．１
９ １３４．６ ▲９．１ １８９．６ １７．８ ９４．０ ▲９．５ １８６．５ ▲２８．０ １２１．３ ２０．８ １９９ １９．９ ２１２ １９．７ ▲１７．０
１０ １４８．６ １．４ ２４４．７ ５３．７ １０５．７ ０．８ ２１８．９ ▲１１．０ １０６．０ ０．３ １５５ ▲１８．３ １８８ ▲３１．８ ▲７．８
１１ １４６．１ １４．５ ２１４．１ １０３．８ １０３．６ ９．６ １８５．８ ▲１０．２ １１０．５ １１．９ １６２ ０．４ １７０ ▲８．８ ▲６．０
１２ ▲２０．１

出所 長崎県統計課 三菱重工業長崎造船所、佐世保重工業 日本銀行長崎支店

項目

年月

大型小売店
販売額

乗用車
家計消費支出（勤労者世帯）

有効求人
倍率

倒産件数 預金残高 貸金残高可処分所得 消費支出

乗用車新規登録台数 軽乗用車販売台数 長崎市 長崎市

百万円 前年比（％） 台 前年比（％） 台 前年比（％） 円 前年比（％） 円 前年比（％） 倍 件 前年比（％） 億円 前年比（％） 億円 前年比（％）

２００７年 １３０，３０７ ▲２．７ ２０，７１４ ▲８．６ ２３，５０６ ▲５．４３６４，６５５ ４．６３１５，６５６ １３．３ ０．６２ １４８ １８．４ ４０，９２３ １．５ ２４，４５６ ▲２．１
２００８年 １２４，８２７ ▲４．２ ２０，２４５ ▲２．３ ２３，２５０ ▲１．１３６４，２７６ ▲０．１２９６，６２２ ▲６．０ ０．５７ １７８ ２０．３ ４０，９３１ ０．０ ２３，６９３ ▲３．１
２００９年 １１７，９４１ ▲５．５ ２０，９２１ ３．３ ２１，７２５ ▲６．６３８８，１２９ ６．５３０８，５８８ ４．０ ０．４１ １２２ ▲３１．５ ４１，５７９ １．６ ２２，９９２ ▲３．０
２００９．１１ ９，４７１ ▲７．４ ２，２５１ ６２．３ １，５９２ ▲１４．１ ３６０，７０２ ２０．６３６０，６５２ １．０ ０．４０ １０ ▲３３．３ ４１，２８１ １．３ ２２，７７６ ▲３．３

１２ １２，５８８ ▲３．１ １，８１９ ４９．７ １，５９８ ▲３．６７１３，５６４ ▲２．３４３３，５０７ ７．７ ０．４０ １８ ２８．６ ４１，５７９ １．６ ２２，９９２ ▲３．０
２０１０．１ １０，３５８ ▲７．９ １，９０４ ５４．０ １，８１５ ▲２．１３５２，３２３ １８．８３１０，６６６ ０．３ ０．４２ ９ ▲１０．０ ４１，２８０ １．６ ２２，８９６ ▲４．５

２ ８，１６１ ▲５．３ ２，１７４ ５３．７ １，９８２ ▲０．６３６２，８８７ ３．０２５８，７９８ ▲４．４ ０．４２ ６ ０．０ ４１，５０１ １．０ ２２，８５１ ▲５．２
３ ９，２９５ ▲１．４ ３，１７２ ３９．３ ２，９２３ ０．４３３９，６７３ ▲０．８３５１，００４ １０．３ ０．４１ ６ ０．０ ４１，６６３ ２．１ ２３，０５５ ▲４．５
４ ９，３１０ ▲１．５ １，５９９ ４１．４ １，５４８ ４．２３６２，２３８ ▲２．８３０２，６８５ ▲７．８ ０．４３ ３ ▲７８．６ ４２，００２ １．２ ２２，６０１ ▲２．８
５ ９，４７０ ▲１．７ １，６６２ ２７．１ １，６３３ ７．０３２１，２２０ １．４２７８，７１５ ▲２．０ ０．４４ ４ ▲６６．７ ４１，８５１ ▲１．５ ２２，９０８ ▲３．６
６ ９，１７４ ▲０．５ ２，０４３ １６．３ １，８４６ ３．８７２５，４３１ ３２．９２８９，３２２ ▲１．０ ０．４７ １１ ▲８．３ ４２，３３３ ０．２ ２２，７８４ ▲１．７
７ １１，２０５ ２．０ ２，５０５ ２６．６ １，８８１ ０．３４８７，０４１ ２８．５２８８，３２６ ▲６．０ ０．４８ ７ ０．０ ４２，０４１ ０．９ ２２，９０５ ▲１．５
８ ９，８３４ ０．１ ２，３７６ ６５．９ １，７６３ １８．３４０２，１７６ ２９．５３４５，９５７ ２６．７ ０．４７ ３ ▲７２．７ ４１，７８２ ０．２ ２２，８４７ ▲１．７
９ ８，６７４ ２．３ ２，２９８ ▲０．７ １，９１０ ▲２．５３９５，９８１ ３０．４２７５，２２６ ６．０ ０．４９ ７ ４０．０ ４１，６３１ １．５ ２２，７７４ ▲０．８
１０ ９，２７０ ２．９ １，３５８ ▲３２．２ １，４２９ ▲１４．０ ４３４，３５２ １９．７３４９，７４９ ３１．６ ０．５１ ３ ▲７２．７ ４１，６５１ ０．８ ２２，７４６ ▲０．８
１１ ９，６６８ ２．１ １，３４５ ▲４０．２ １，３２５ ▲１６．８ ３７２，８０５ ３．４２９６，３６４ ▲１７．８ ０．５０ ４ ▲６０．０ ４１，６５８ ０．９ ２２，５７２ ▲０．９
１２ １２，７０１ ０．９ １，２２０ ▲３２．９ １，３１６ ▲１７．６ ８２２，５６８ １５．３３９１，７８７ ▲９．６ ０．５１ ９ ▲５０．０ ４２，０１８ １．１ ２２，８１５ ▲０．８

出所 九州経済産業局 日本自動車販売協会連合会 全国軽自動車協会連合会 総務省 厚生労働省 東京商工リサーチ 日本銀行
（注） 全国と共通の指標については全国の注釈参照。漁業水揚金額は、長崎、佐世保、北松、松浦の４市場の合計。観光施設入場者数は、グラバー園、島原城、雲仙仁

田道、西海パールシーリゾート、平戸城、ハウステンボス、堂崎天主堂の合計、ただし、雲仙仁田道は自動車の通行台数。
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イベント等は主催者側の都合により変更されることもあります。

アジア展示会情報

北京
場 所 展 覧 会 名 期 間

中国国際展覧中心 第１８回中国（北京）国際建築装飾及び材料博覧会 ３月２日～３月５日
中国北京国際供熱空調、水回り商品及
び都市建設設備と技術展覧会 ３月３日～３月５日

第１０回中国国際ドア業展覧会 ３月９日～３月１２日
第５５回全国自動車補修検定測定診断設
備展覧会及び自動車用品展示会

３月１６日～３月１９日
２０１１中国北京国際ギフト、贈呈品及び
家庭用品（春）展覧会
２０１１第１１回中国北京国際石油化学技術
装備展覧会 ３月２２日～３月２４日
中国国際配管破裂防止自動化展覧会
２０１１中国国際テレビ放送情報ネット
ワーク展覧会 ３月２３日～３月２５日

中国北京国際照明展覧会及びＬＥＤ照
明技術応用展覧会 ４月６日～４月８日

２０１１年北京国際美容、美髪、化粧品及
び洗剤博覧会

４月８日～４月１０日
２０１１年中国（北京）国際食品加工、包装
機械及び包装製品展覧会
第１３回北京妊婦、赤ちゃん、幼児用品展覧会 ４月１４日～４月１６日
第１８回中国北京国際石材商品及び石材
技術装備展覧会 ４月２０日～４月２３日

第８回北京国際社会公共安全製品、技
術設備展覧会

４月２６日～４月２８日２０１１北京国際 The Internet of things 技
術設備と応用展覧会
２０１１第６回北京国際プール、ＳＰＡ展覧会
２０１１中国ハイレベル寝室用品及び家庭
用品展覧会 ４月２７日～４月２９日

２０１１国際健康産業展覧会
５月７日～５月９日全国ブランド商品と対外輸出商品及び

中国ネット商品交易会
第５回中国国際新型壁材料、技術装備
及び商品展覧会

５月１２日～５月１４日
２０１１中国バラ積みセメント及びナマコ
ン技術装備及び商品展覧会
第２０回中国国際専門的音響、照明、楽
器及び技術展覧会 ５月２６日～５月２９日

全国農業展覧館 ２０１１中国北京別荘用商品、階段及び木
製品展覧会 ３月１日～３月４日

２０１１中国壁紙ブランド商品博覧会 ３月８日～３月１１日
第６回北京家庭用装飾建材博覧会 ３月１８日～３月２０日
第１０回中国国際テレビのビッグスクリー
ンシステム集成及び視聴商品展覧会 ３月２３日～３月２５日

２０１１中国新エネルギー産業博覧会 ４月１７日～４月１９日
２０１１中国国際芋類業界博覧会 ４月２０日～４月２２日
第２回北京国際現代農業展覧会 ５月１１日～５月１３日
第２０回中国国際専門的音響、照明、楽
器及び技術展覧会 ５月２６日～５月２９日

蘇州
蘇州国際博覧セン
ター

蘇州婚礼文化産業博覧会 ３月４日～３月６日
第８回蘇州国際工作機械及び工具展覧会

３月１０日～３月１２日

第４回蘇州国際ダイカスト工業展覧会
第６回中国蘇州国際電気鍍金、塗装表
面処理展覧会
第４回中国蘇州塗料工業展覧会
２０１１蘇州国際省エネ環境保護技術・設備展覧会
２０１１華東国際省エネエレベーター及び
機械部品展覧会 ３月２３日～３月２５日

第五回蘇州ファームウエア交易展 ４月８日～４月９日
２０１１春夏ブランドファッション＆アク
セサリー（蘇州）博覧会 ４月９日～４月１８日

２０１１中国蘇州化学工業展覧会 ４月１４日～４月１６日
中国国際旅行服飾コンクール・展示会

４月２２日～４月２４日
２０１１蘇州国際ホテル用品展覧会
蘇州住宅産業博覧会 ５月１日～５月４日
２０１１蘇州プリント基板（ＰＣＢ）展覧会

５月１１日～５月１３日
２０１１蘇州表面実装（ＳＭＴ）展覧会
学生用品展

５月１９日～５月２１日
教育展

場 所 展 覧 会 名 期 間

蘇州国際博覧セン
ター

２０１１中国（蘇州）国際中小企業交易会

５月２０日～５月２２日中国（蘇州）国際商務及び会議・奨励旅
行（ＭＩＣＥ）交易会
第１回幼児・児童育成用品展
２０１１蘇州国際家具展覧会 ６月３日～６月６日
上花（蘇州）２０１１年春季釣具展 ６月１０日～６月１２日
中国国際物流科学技術博覧会 ６月１６日～６月１７日
蘇州事務家具、木工機械及び補助原材料展 ６月２３日～６月２６日

上海
上海新国際博覧中心 中国華東輸出入商品交易会 ３月１日～３月４日

第１１回中国国際林業、木工機械展 ３月１日～３月５日
第１８回中国国際金物博覧会

３月９日～３月１１日２０１１上海国際服装紡績品貿易博覧会
第９３回中国ニット製品交易会／第２３回
中国シルク交易会
ミュンヘン上海電子展

３月１５日～３月１７日
ミュンヘン上海レーザー＆フォトニクス展
SEMICON CHINA２０１１
第２０回中国国際電子回路展覧会
２０１１中国家電博覧会 ３月１５日～３月１８日
第１３回中国国際フロア材料及び舗装技術展覧会

３月２２日～３月２４日
２０１１中国耐久建築国際大会／第９回上海
国際庭園・景観設計及び都市建築展覧会
中国国際遮光＆省エネ技術博覧会／中国国
際門扉及びブラインド・シャッター展覧会
第１７回中国国際建築、資材展覧会／屋
根、壁、フロア材料及び門扉、カーテ
ンウォール展覧会

３月２９日～４月１日
第１７回中国国際建築資材科学技術製品
展覧会＆第９回中国国際セラミック及
びサニタリー製品展覧会
第１８回上海国際ホテル用品博覧会
第１１回中国クリーン技術設備博覧会
２０１１中国国際屋根瓦展 ４月６日～４月９日
中国国際冷凍展 ４月７日～４月１０日
２０１１上海国際風力エネルギー展覧会 ４月８日～４月１０日
上海国際モーターショー ４月１９日～４月２８日
中国国際自転車展覧会／中国国際電動
式自転車展覧会 ５月４日～５月７日

第１１回中国国際電力電気工学設備・技術展覧会
５月５日～５月７日中国国際環境保護・廃棄物及びリサイクル

展覧会／２０１１中国国際給排水水処理展覧会
第１０回中国（上海）国際動力設備及び発
電機展覧会 ５月１１日～５月１３日

中国国際ベーカリー展覧会
５月１１日～５月１４日

中国国際ガラス工業技術展覧会
中国国際美容化粧洗浄用品博覧会

５月１８日～５月２０日第１２回中国国際食品・飲料展／第１１回
上海国際包装・食品加工展覧会
中国国際建築貿易博覧会 ５月２５日～５月２８日
中国（上海）国際家具展覧会及び上海国
際インテリア展示会 ６月２日～６月４日

中国国際鋳型、鋳型設備展覧会及び関
連工業展覧会 ６月２日～６月５日
第１６回北京・エッセン溶接切断展覧会
２０１１第１０回中国（上海）国際紡績品及び
生地博覧会 ６月９日～６月１１日

２０１１上海国際紡績工業展 ６月１４日～６月１７日
第１５回国際工業自動化及び制御技術展
覧会／第１５回中国国際センサー感度及
び測量展覧会

６月１５日～６月１７日

上海国際ジュエリー・アクセサリー展覧会 ６月１６日～６月１９日
第１１回世界製薬原材料中国展覧会

６月２１日～６月２３日第１３回アジア食品配合料、天然原料、健
康原料中国展／２０１１栄養保健品中国展
中国文化用品商品交易会

６月２８日～７月１日
上海国際工作機械展覧会／韓国機械展
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場 所 展 覧 会 名 期 間

上海光大会展中心 ２０１１上海国際エレベーター及び設備展覧会
６月６日～６月８日２０１１上海国際鋼板、管、アルミニウム、

ワイヤーロープ展覧会
第６回上海国際機関室、工業電気器具、
光ファイバー通信総合配線及びデータ
センター技術設備展覧会

６月７日～６月９日

２０１１上海ファームウエア専門展及び第
２回上海自動車ファームウエア展 ６月１６日～６月１８日

２０１１第９回上海医療器械展覧会

６月２７日～６月２９日

２０１１第１２回上海身障者、高齢者介護リ
ハビリ用品展覧会
２０１１上海臨床検査設備用品展覧会
２０１１上海口腔清潔設備展覧会
２０１１第９回上海家庭用医療用品展覧会

上海国際展覧中心 中国（上海）第１６回国際玩具展及び上海
玩具第４７回博覧会 ３月６日～３月８日

第８回中国国際成人保健及び生殖健康展覧会
３月１１日～３月１３日

２０１１上海ペット大会
第１５回中国国際食品添加物・原料展覧会及び
第２１回全国食品添加物生産応用技術展示会 ３月２３日～３月２５日

第６回国際粘着テープ、保護フィルム、
光学フィルム（上海）展覧会／第４回国
際フィルム（上海）展覧会

３月２８日～３月３０日

２０１１国際表面工程展覧会

４月７日～４月９日第３回上海国際摩擦密閉材料及び工業
セラミックス展覧会
鉱山装備展覧会
第１３回中国国際草花園芸展覧会 ４月１３日～４月１６日
第１１回中国国際染料・顔料・紡績化学品展覧会 ４月２６日～４月２８日
２０１１上海国際室内暖房・換気・浄化製品展覧会 ５月５日～５月７日
上海国際新光源＆新エネルギー源照明展覧会 ５月１１日～５月１３日
２０１１中国（上海）国際障害者、高齢者介
護リハビリ技術及び補助器具展覧会 ５月１６日～５月１８日

２０１１中国（上海）国際茶業博覧会 ５月２０日～５月２３日
２０１１中国国際有機食品博覧会 ５月２６日～５月２８日
２０１１第６回上海酒類商品交易博覧会

６月１日～６月３日
２０１１上海建築給排水処理技術・設備展覧会
２０１１中国（上海）国際大型機械装備展覧会 ６月９日～６月１１日
２０１１上海塗料原材料展 ６月１５日～６月１７日
２０１１第３回上海国際デジタルラベル及
びタッチパネル技術展覧会

６月２２日～６月２４日２０１１上海マルチメディア情報技術及び
仮想シミュレーション製品展覧会及び
大画面プロジェクタ、テレビ会議シス
テム製品展覧会

香港・マカオ
Hong Kong
Convention &
Exhibition Centre

ファッションアクセス
３月３０日～４月１日ＡＰＬＦ‐材料・製造技術展示会

（皮革・ファッション関連）
香港エレクトロニクスフェア

４月１３日～４月１６日
香港国際照明関連フェア
香港国際ホームテキスタイルフェア

４月２０日～４月２３日
HKTDC香港ハウスウェアフェア e Fair
HKTDC香港ギフト・プレミアムフェア ４月２７日～４月３０日
HOFEX２０１１‐第１４回フード関連フェア ５月１１日～５月１４日
香港国際アートフェア ５月２６日～５月２９日
第２回香港国際デンタルエキスポ ６月３日～６月５日
第６３回婚礼関連エキスポ ２０１１ ６月４日～６月６日
第２５回国際トラベルエキスポ ６月９日～６月１２日
アジアファッション・ジュエリー・ア
クセサリーフェア ６月２１日～６月２４日

香港ジュエリー・宝飾品フェア ２０１１ ６月２３日～６月２６日
AsiaWorld-Expo チャイナソーシングフェア（エレクト

ロニクス・コンポーネント）

４月１２日～４月１５日

チャイナソーシングフェア（セキュリ
ティ関連商品）
チャイナソーシングフェア（太陽光エ
ネルギー蓄積関連商品）
韓国ソーシングフェア（エレクトロニ
クス・コンポーネント）
チャイナソーシングフェア（乳幼児関連商品）

４月２０日～４月２３日

チャイナソーシングフェア（ホームプ
ロダクト関連）
チャイナソーシングフェア（医療関連商品）
チャイナソーシングフェア（ギフト関連）
インドソーシングフェア（ホームプロ
ダクト関連）

場 所 展 覧 会 名 期 間

上海世貿商城
（上海マート）

２０１１中国上海ポンプ及び付属設備展覧会 ３月２日～３月４日
ＮＯＶＯ（上海）国際ブランド服装展覧会 ３月９日～３月１１日
２０１１年中国（上海）国際贈答品・家庭用
品展覧会（春季） ３月１６日～３月１８日

中国国際教育展覧会 ３月１９日～３月２０日
中国国際食品添加物＆原料展覧会及び中
国全国食品添加物製造応用技術展示会 ３月２３日～３月２５日

２０１１第２回上海印刷工業展覧会
３月２８日～３月３０日２０１１中国国際家庭用紡績品及び補助原

料（春夏）博覧会
中国（上海）国際奨励旅行及び大会博覧会 ４月１４日～４月１５日
２０１１（春季）上海紡績服装展覧会 ４月２０日～４月２２日
中国国際染料工業及び有機顔料、紡績
化学品展覧会 ４月２６日～４月２８日

欧州高級家具展示即売会 ５月６日～５月１５日
２０１１第６回上海国際幼児教育展 ５月２０日～５月２２日
２０１１上海国際自動車内装及び外装展覧会 ６月８日～６月１０日
２０１１中国国際セルフサービス商品及び
自動販売システム展覧会 ６月２２日～６月２４日

上海光大会展中心 ２０１１中国（上海）国際靴下仕入れ交易会 ３月１日～３月３日
２０１１第２回中国上海国際教育技術装備
及び高等職業技術教育器械展覧会 ３月１０日～３月１２日

第３回上海家博覧会 ３月１１日～３月１３日
第１２回中国国際農業用化学品及び植物保護展覧会 ３月１６日～３月１８日
第１５回中国国際食品添加物及び原料展覧会 ３月２３日～３月２５日
２０１１第１４回中国（上海）美容美髪化粧品博覧会 ３月２８日～３月３０日
第１２回中国（上海）広告シルクスクリーン
印刷展覧会／２０１１中国（上海）ＬＥＤ展覧会 ３月２９日～３月３１日

２０１１中国（上海）乳児食品博覧会
４月２日～４月４日２０１１第２回上海ワクチン、抗体展覧会

及びシンポジウム
第２回上海国際表面工程展覧会及び第
３回上海国際琺瑯工業展覧会

４月７日～４月９日第３回上海国際磨耗材料技術展覧会及び
第３回上海国際特殊セラミックス展覧会
第２回上海国際粉砕機械及び鉱業装備展覧会
第１１回中国国際眼科技術設備展覧会 ４月８日～４月１０日
２０１１第１０回中国国際電機博覧会及び発
展フォーラム

４月１２日～４月１４日２０１１第２回上海国際知能送電網展覧会
２０１１上海国際電気自動車及び充電設備展覧会
第８２回中国国際労働保護用品交易会 ４月１７日～４月１９日
２０１１中国国際食用油及びオリーブオイル展覧会 ４月１８日～４月２０日
中国国際計器展覧会

４月２２日～４月２４日２０１１中国（上海）国際粉末冶金・セラ
ミック工業展覧会及びフォーラム
第１２回磁性材料及び応用展覧会
２０１１第３回中国トマトケチャップ・
ジャム産業博覧会

４月２７日～４月２９日

２０１１第４回中国高級ボトルウォーター、
高級茶経営販売大会及び調達交易会
第１２回表面活性剤及び洗浄剤展覧会
上海大豆加工技術及び設備展覧会
上海精製品及び天然色素展
上海国際衛生設備、食品製薬科学技術、
工業撹拌混合設備展覧会
第８回中国国際タイヤ資源循環利用展覧会
中国国際新エネルギー博覧会及びアジ
ア太陽光発電工業博覧会 ５月５日～５月７日

第１３回中国国際電子生産設備及び電子工業展覧会 ５月１１日～５月１３日
２０１１第８回上海国際カバン革製品展覧会

５月１７日～５月１９日

２０１１第８回上海靴類展覧会
２０１１第８回上海国際革、合成革、レザークロス展覧会
２０１１上海産業用紡績品、非織物展覧会
２０１１第５回上海レジ袋・包装袋展覧会
２０１１第９回上海家庭生活用品、インテ
リア、ギフト、工芸品展覧会
２０１１上海第２回商業不動産展覧会
２０１１中国（上海）国際セーター博覧会

５月２１日～５月２３日２０１１中国（上海）国際アパレルＯＥＭ加工博覧会
２０１１エコ住宅博覧会及び第３回現代住
居環境展覧会
２０１１第６回上海国際澱粉及び澱粉誘導
体新技術新設備展覧会 ５月２６日～５月２８日

上海国際芸術品・骨董博覧会

５月２６日～５月２９日２０１１上海春季芸術陶磁器展覧会
２０１１第６回中国上海ペット用品博覧会
（同時期開催２０１１ＣＫＵ全犬展）
第９９回中国靴・皮製商品博覧会 ６月１日～６月３日
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場 所 展 覧 会 名 期 間

保利世貿博覧館
（Poly World Trade
Expo Centre）

２０１１年 広州国際ハードウェア産業エキスポ
５月１６日～５月１８日２０１１年 広州非金属産業エキスポ（ア

ルミ・銅・マグネシウム・チタン）
２０１１年 広州国際潤滑油・関連技術機器展示会

６月９日～６月１１日第９回中国（広州）国際自動車アクセサ
リー関連エキスポ
第２回家具デザインエキスポ ２０１１

６月１５日～６月１７日家具製造用材料・アクセサリー関連ト
レードフェア
第７回国際メッキ・表面処理加工発展展示会 ６月２２日～６月２４日

バンコク
バンコク国際貿易展
示センター
（Bangkok
International Trade
& Exhibition Centre）

バンコク国際ギフトフェア＆バンコク
国際ハウスウェアフェア ２０１１ ４月１９日～４月２４日

２０１１ ハイテク機械展示会

５月１２日～５月１５日

２０１１産業オートメーションショー
２０１１国際特殊機器・機会展示会
２０１１アジア国際薄板金属製造技術・機械展示会
タイ特殊物流・材料運搬関連ショー
タイ 機械器具・金属切断関連機器展
示会 ２０１１
タイ 溶接技術関連ショー ２０１１
２０１１年国際自動車デザイン・製造・工学展示会
第２０回環境保護・汚染管理技術国際展示会

６月１日～６月４日
アジア再生エネルギー技術展示会 ２０１１
第１９回包装・梱包処理技術展示会

６月１５日～６月１８日

第１０回国際飲料・醸造処理・包装技術展示会
第１８回国際薬剤・コスメ関連包装処理技術展示会
第１６回国際シーフード包装処理関連技術展示会
第８回国際プラスティック包装技術・
材料関連展示会
第１７回国際製缶・缶詰技術展示会
第２０回タイ国際プラスティック・ラ
バー技術展示会

６月２３日～６月２６日

第１９回タイ鋳物・金型製造関連機械・技術展示会
第８回タイ自動車部品製造関連機械展示会
第１２回国際自動製造・組立技術展示会
２０１１年国際産業エネルギー・環境管理技術展示会
２０１１年国際家具製造機械・アクセサ
リー・技術関連展示会

Queen Sirikit
National Convention
Centre

家具・装飾アイテム展示会 ４月２３日～５月１日
ＩＴテクノロジー・商品フェア ５月１９日～５月２２日
タイ ペットエキスポ ２０１１ ６月２日～６月５日

Impact Exhibition &
Convention Centre

家具ショー ２０１１
４月２日～４月１０日

ファッション＆ジュエリーショー ２０１１
バンコク国際ファッションショー＆バ
ンコク国際皮革ショー ２０１１ ４月２０日～４月２４日

家具フェア
５月１４日～５月２２日ファッション・ジュエリー・フードフェア

ビューティ・スパ・健康関連フェア

ホーチミン・ハノイ
Ho Chi Minh City
Int'l Exhibition &
Convention Centre

ベトナム サイゴン 織物・衣服・ア
クセサリーエキスポ ４月８日～４月１１日
ベトナム サイゴン 織物・衣服産業エキスポ

Saigon Exhibition &
Convention Centre

科学実験関連器具展示会 ２０１１ ４月７日～４月９日
第１４回 コスメ・ビューティ・ヘアー・
スパ国際展示会 ４月２１日～４月２３日

第１９回国際産業機械展示会 ５月１０日～５月１３日
ベトナム建築関連エキスポ ２０１１ ６月２日～６月５日
サイゴン国際自動車機器・アクセサ
リー・関連器具展示会 ２０１１ ６月９日～６月１２日

ベトナム水産関連国際展示会 ２０１１ ６月２８日～６月３０日
Vietnam Exhibition
& Fair Centre,
Giang Vo, Hanoi

ベトナム ハウスウェア・家庭用機
器・家庭用消耗品関連展示会 ４月６日～４月９日

ベトナム国際機械機器・オートメー
ション産業展示会Ｖ

４月１９日～４月２２日
ベトナム国際包装・印刷産業展示会
２０１１年 第７回ベトナム・ハノイ国際
食品処理・薬剤製造産業展示会
２０１１年 第７回ベトナム国際プラス
ティック・ラバー産業展示会
ベトナム国際自動車サポーティング産業展示会 ６月２２日～６月２５日

場 所 展 覧 会 名 期 間

AsiaWorld-Expo チャイナソーシングフェア（ファッ
ションアクセサリー関連）

４月２７日～４月３０日

チャイナソーシングフェア（衣料関連）
チャイナソーシングフェア（アンダー
ウェア・水着関連）
香港国際印刷・包装関連フェア
インドソーシングフェア（衣料・アク
セサリー関連）

ベネチアン マカオ ２０１１年 マカオ国際環境協力展示会 ３月３１日～４月２日
リアルエステートフェア ２０１１ ４月８日～４月１０日
マカオ国際印刷・材料関連展示会 ５月１３日～５月１４日
世界ゲームエキスポ アジア ６月７日～６月９日

深セン
深セン会議展覧中心
（Shenzhen
Convention &
Exhibition Centre）

２０１１年 深セン国際都市鉄道輸送技
術・機器展示会 ４月３日～４月５日

第９回中国国際原子力産業展示会 ２０１１ ４月６日～４月８日
２０１１年 中国（深セン）国際エレクトロ
ニクスフェア ４月８日～４月１０日

第６５回中国国際医療機器フェア ４月１６日～４月１９日
第１９回中国（深セン）国際ギフト・ハードク
ラフト・ウォッチ・ハウスウェアフェア ４月２４日～４月２７日

第１４回中国（深セン）国際ブランド
ショッピングフェスティバル ４月３０日～５月５日

第１回深セン幼児・子供教育フェア＆
子供向け商品フェア ５月１日～５月３日

２０１１年 深セン（春）リアルエステートフェア ５月１日～５月５日
２０１１年 中国（深セン）国際家庭用装飾品フェア ５月６日～５月８日
第９回中国（深セン）国際携帯電話技術展示会 ５月２０日～５月２１日
中国フード・ケータリングフェア ２０１１ ５月２０日～５月２２日
２０１１年 中国国際アンダーウェア展示会 ５月２１日～５月２３日
２０１１年 国際（深セン）メタル鋳造ショー

５月２５日～５月２７日
中国（深セン）国際物流機器・技術関連展示会
２０１１年 中国（深セン）薄板金属産業エキスポ ５月２６日～５月２８日
２０１１年 深セン・香港・マカオ国際自動車ショー ６月２日～６月７日
２０１１年 アジア太平洋国際オフショア
石油・ガス展示会

６月１４日～６月１６日
２０１１年 アジア太平洋国際石油化学技
術・器具関連展示会
２０１１年 エレクトロニクス機器・コン
ポーネント・光通信関連展示会 ６月２３日～６月２５日
２０１１年 ラベル印刷関連展示会
第１３回華南国際水展示会 ６月２９日～７月１日

広州
広州中国輸出商品取
引会
琶洲展館
（China Import &
Export Fair
{Pazhou} Complex）

第１０９回中国輸出入フェア（Phase One） ４月１５日～４月１９日
第１０９回中国輸出入フェア（Phase Two） ４月２３日～４月２７日
第１０９回中国輸出入フェア（Phase Three） ５月１日～５月５日
第９回広州国際表面加工・メッキ・
コーティング展示会

５月１１日～５月１３日第９回広州国際コーティング・プリン
トインク・接着剤関連展示会
２０１１年 広州国際顔料展示会
第５回中国国際メタル産業トレードフェア ５月１２日～５月１４日
第２５回プラスティック・ラバー産業国際展示会 ５月１７日～５月２０日
第６回広州国際ワイン展示会＆世界有
名ワインエキスポ ５月２５日～５月２７日

２０１１年 広州国際機械機器・鋳物展示会
５月２６日～５月２８日２０１１年 広州国際自動製造技術・機械フェア

第１５回中国ベーカリー展示会 ２０１１
第２１回広州靴・皮革産業国際展示会 ６月１日～６月３日
２０１１年 中国（広州）フード機械・包装展示会 ６月２日～６月４日
中国（広州）国際エネルギー展示会 ２０１１ ６月９日～６月１１日
第１６回広州国際照明展示会 ６月９日～６月１２日
２０１１年第２回広州国際ギフト・クラフ
ト・ホームプロダクト・家電エキスポ

６月１７日～６月１９日
２０１１年第２回広州国際アートフェア＆
アンティーク家具エキスポ
広州国際物流機器・技術展示会 ２０１１

６月２２日～６月２４日第７回広州国際ブランドフォークリフ
ト・部品関連展示会
第１２回広州国際金属・冶金展示会 ６月２３日～６月２５日

保利世貿博覧館
（Poly World Trade
Expo Centre）

第２回広州国際ベイビープロダクトフェア
４月８日～４月１０日

第２３回広州国際トイ・ホビーフェア
広州ヒートポンプ・コンポーネントエ
キスポ ２０１１ ５月１０日～５月１２日
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２０１１年２月１日現在
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ＦＦＧ次世代創造プログラムのご案内
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ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客客様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様様セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーのののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
福岡会場 ：福岡銀行 本店ビル４階 セミナールーム
北九州会場：福銀小倉ビル５階 セミナールーム

３月のセミナー情報
◎参加費無料
（ただし、一部有料セミナ－もございます）

◎事前予約可

●各セミナーの所要時間は１時間～１時間３０分を予定しております。

●お申込みは、電話または福岡銀行ホームページにて承ります。

●各セミナーについては定員になり次第、受付を終了させていただきます。

セミナーカテゴリー Ａ・ＫＡ 投資信託運用報告会 Ｂ・ＫＢ マネー Ｃ・ＫＣ 住宅 Ｎ 年金

Ｅ・ＫＥ ライフプラン Ｆ・ＫＦ 趣味・その他

福 岡 会 場 場所：福岡銀行 本店ビル４階 セミナールーム

日付 予約コード 内 容 時 間 定員

3
�

Ｂ
４６

わかりやすい！
投資信託基礎講座

講師：三菱ＵＦＪ投信

１１：００～

１２：３０

８０
名

Ａ
７５

投資信託運用報告会※

『グローバル好配当株オープン』

講師：大和住銀投信投資顧問

１４：００～

１５：３０

８０
名

19
�

Ｂ
４７

日本経済・新年度の見通し

講師：バークレイズ・キャピタル証券
チーフエコノミスト 森田 京平 氏

１１：００～

１２：３０

８０
名

Ｎ
７

年金セミナー
年金の仕組み・在職老齢年金等について

講師：社会保険労務士

１４：００～

１６：００

５０
名

25
�

Ｆ
４０

センスアップ講座
～ストール＆スカーフ春編～

講師：フィニッシングスクール
インフィニ

１１：００～

１２：３０

８０
名

Ａ
７６

投資信託運用報告会※

『世界のサイフ』

講師：日興アセットマネジメント

１４：００～

１５：３０

８０
名

29
�

Ｃ
４８

新生活スタート�
模様替えのポイント

講師：福岡銀行 建築士

１１：００～

１２：３０

５０
名

セミナー案内

日付 予約コード 内 容 時 間 定員

29
�

Ｂ
４８

グローバル時代の投資戦略

講師：国際投信投資顧問

１４：００～

１５：３０

８０
名

福岡会場（場所：福岡銀行本店ビル４階セミナールーム）のご案内

［住所］〒８１０‐８７２７福岡市中央区天神２‐１３‐１
福岡銀行本店ビル４階

ＭＡＰ

北九州会場（場所：福銀小倉ビル５階セミナールーム）のご案内

［住所］〒８０２‐０００７北九州市小倉北区船場町２‐１
福銀小倉ビル５階

ＭＡＰ

※既に対象商品を保有されている方を対象と致します。
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マネーセミナー・生命保険セミナー・�
投信報告会ご案内にあたっての留意点�

■本案内に記載のセミナーでは、金融商品の勧誘を
行うことがあります。�

■これらの金融商品へのご投資には、各商品等に所
定の手数料等（投資信託の場合は、銘柄ごとに設定
された販売手数料及び信託報酬等の諸経費、個人
年金保険の場合は、契約初期費用のほか、保険関係
費用・運用関係費用・年金管理費用等の諸経費、等）
をご負担いただく場合があります。また、各商品等
には価格の変動等により損失を生じるおそれがあ
ります。商品ごとに手数料等およびリスクは異なり
ますので、当該商品等の「契約締結前交付書面」や
「投資信託説明書（交付目論見書）」、「年金保険ご
契約のしおり・約款」またはお客様向け資料等をよ
くお読みください。�

［商 号 等］株式会社 福岡銀行（登録金融機関）�
［登録番号］福岡財務支局長（登金）第7号�
［加入協会］日本証券業協会�

北九州会場 場所：福銀小倉ビル５階 セミナールーム

日付 予約コード 内 容 時 間 定員

2
�

ＫＡ
２９

投資信託運用報告会※

『グローバル好配当株オープン』

講師：大和住銀投信投資顧問

１１：００～

１２：３０

５０
名

ＫＢ
３４

わかりやすい！
投資信託基礎講座

講師：三菱ＵＦＪ投信

１４：００～

１５：３０

５０
名

18
�

ＫＦ
１４

センスアップ講座
～ストール＆スカーフ春編～

講師：フィニッシングスクール
インフィニ

１１：００～

１２：３０

５０
名

ＫＢ
３５

日本経済・新年度の見通し

講師：バークレイズ・キャピタル証券
チーフエコノミスト 森田 京平 氏

１４：００～

１５：３０

５０
名

24
�

ＫＣ
３５

新生活スタート�
模様替えのポイント

講師：福岡銀行 建築士

１１：００～

１２：３０

３０
名

ＫＡ
３０

投資信託運用報告会※

『世界のサイフ』

講師：日興アセットマネジメント

１４：００～

１５：３０

５０
名

26
�

ＫＥ
１

ライフプラン設計
～将来のそなえを、今から考えて
みませんか。～

講師：東京海上日動火災 他

１１：００～

１２：３０

３０
名

Ｎ
８

年金セミナー
年金の仕組み・在職老齢年金等について

講師：社会保険労務士

１４：００～

１６：００

５０
名

30
�

ＫＢ
３６

グローバル時代の投資戦略

講師：国際投信投資顧問

１１：００～

１２：３０

５０
名

ＫＦ
１５

終活とエンディングノートの書き方
～人生のエンディングを自分らしく～

講師：飛鳥会館 代表取締役
古賀 匡郁 氏

１４：００～

１５：３０

５０
名

平成２３年２月１日現在

※既に対象商品を保有されている方を対象と致します。
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黒龍江省�

吉林省�

遼寧省�
北京市�

天津市�
山西省�

河北省�

山東省�

江蘇省�寧夏回族自治区�

上海市�安徽省�
河南省�

湖北省�
浙江省�

福建省�

台湾（省）�

江西省�

広東省�
広西チワン族�
自治区�

四川省�

青海省�

新疆ウイグル自治区�

貴州省�
湖南省�

海南省�

雲南省�

チベット自治区�

タイ�

ベトナム�

マレーシア�

重慶市�

陜西省�甘粛省�

内蒙古自治区�

福岡銀行香港駐在員事務所�
（Fukuoka Bank Hong Kong Representative Office）�

［所 在 地］�Room 404, 4/F, Far East Finance Centre,�
16 Harcourt Road, Hong Kong�
�［電話番号］�（国番号 852）2524－2169

［所　　長］�末　松　尚　樹�

福岡銀行上海駐在員事務所�
（Fukuoka Bank Shanghai Representative Office）�

［所 在 地］�中華人民共和国上海市延安西路2201号�
上海国際貿易中心2010号室�

［電話番号］�（国番号 86）21－6219－4570
［所　　長］�斉　藤　浩　一�

福岡銀行大連駐在員事務所�
（Fukuoka Bank Dalian Representative Office）�

［所 在 地］�中華人民共和国大連市人民路60号�
大連富麗華大酒店622号室�

［電話番号］�（国番号 86）411－8282－3643

［所　　長］�宮　城　正　志�

事務所は�
3ヶ所ですが�

守備範囲は�
広いんです！�

海外拠点にて海外直接投資や、貿易に関する情報収集等を行っています。海外進出等ご検討のお客様、海外のことならお任せください！

◎海外拠点へのご用命・ご訪問は、取引店へお申し出ください。

〈海外駐在員事務所の位置と担当範囲〉

海外拠点紹介

ＦＦＧ調査月報３４号 ２０１１年２月２５日／�ＦＦＧビジネスコンサルティング
福岡市中央区大手門１丁目８番３号 TEL ０９２（７２３）２５７６ http://www.fukuoka-fg.com/

印刷／�昭 和 堂
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